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平成３０年塩尻市議会９月定例会 

総務生活委員会会議録 
 

○日  時 平成３０年９月４日（火）  午前１０時００分 

○場  所 全員協議会室 

○審査事項 

議案第１号 平成２９年度塩尻市一般会計歳入歳出決算認定について中 歳入全般、歳出１款議会費、２款総

務費（１項総務管理費６目移住定住促進事業のうち移住定住コーディネート業務委託料及び住宅

ストック活用事業補助金、１１目交通安全対策費（長野県民交通災害共済会費徴収報償金を除く）、

１２目輸送対策費及び１６目市民交流センター費を除く）、３款民生費中１項社会福祉費８目国民

健康保険総務費、９目後期高齢者医療運営費及び４項国民年金事務費、４款衛生費（１項保健衛

生費１目保健衛生総務費、２目予防費、３目保健対策費、４目母子保健指導費、５目環境衛生費

のうち空き家対策事業、６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿

処理費を除く）、９款消防費、１２款公債費、１３款予備費、財産に関する調書 

○出席委員 

委員長  牧野  直樹 君        副委員長  小澤  彰一 君 

委員  中村   努 君          委員  古畑  秀夫 君 

委員  西條  富雄 君          委員  村田  茂之 君 

○欠席委員 

       なし 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○説明のため出席した理事者・職員 

       省略 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議会事務局職員 

       議会事務局長   竹村  伸一 君   議会事務局次長   横山  文明 君 

       ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

午前 ９時５６分 開会 

○委員長 おはようございます。定刻より若干早いですが、台風の影響も考えまして、ただいまから９月定例会

総務生活委員会を開会をいたします。本日の委員会は、委員全員出席しております。 

それでは審査に入る前に理事者から挨拶があればお願いをいたします。 

─────────────────────────────────── 
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理事者挨拶 

○副市長 おはようございます。天候の悪い中でございますけれども、委員会をお開きいただきまして、大変あ

りがとうございます。御提案を申し上げてあります決算ほか、御審議をいただきたいと思いますのでどうぞよろ

しくお願いをいたします。 

○委員長 当委員会に付託された議案は、別紙委員会付託案件表のとおりでございます。日程については、副委

員長から説明をいたします。 

○副委員長 今回の委員会は、本日とあすの２日間行い、委員会審査終了後、協議会を行います。また、現地視

察及び懇親会の予定はありません。以上よろしくお願いいたします。 

○委員長 ただいまから議案の審査を行います。発言に際しましては、円滑な議事進行のため、委員長の指名を

受けた者のみの発言とし、ここからが重要です。簡潔明瞭な説明、質問、答弁を心がけていただくよう御協力を

お願いをいたします。また、発言をする際にはマイクを通していただきますようお願いをいたします。議事進行

への御協力をお願いをいたします。 

それでは、最初に普通会計の決算概要について、説明をお願いをいたします。 

○財政課長 それでは、普通会計決算の概要を御説明いたします。冊子になっております決算説明資料の１３６

ページに決算の概要がありまして、その次のページに、いわゆる決算カードと言われております普通会計決算状

況ございます。この１３７ページの部分、大分細かいので、お手元にＡ３に拡大したものをお配りしてございま

すので、そちらで御説明をさせていただきたいと思います。お配りしてありますＡ３の平成２９年度決算状況を

ごらんいただきたいと思います。 

（資料「平成２９年度普通会計決算状況」説明） 

○委員長 ありがとうございました。普通会計の決算概要について説明をいただきましたが、この件について御

質問はありますか。よろしいですかね。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 審査していく中で、何かありましたら、質問をいただきたいと思います。 

─────────────────────────────────── 

議案第１号 平成２９年度塩尻市一般会計歳入歳出決算認定について中 歳入全般、歳出１款議会費、２款総

務費（１項総務管理費６目移住定住促進事業のうち移住定住コーディネート業務委託料及び住宅

ストック活用事業補助金、１１目交通安全対策費（長野県民交通災害共済会費徴収報償金を除く）、

１２目輸送対策費及び１６目市民交流センター費を除く）、３款民生費中１項社会福祉費８目国

民健康保険総務費、９目後期高齢者医療運営費及び４項国民年金事務費、４款衛生費（１項保健

衛生費１目保健衛生総務費、２目予防費、３目保健対策費、４目母子保健指導費、５目環境衛生

費のうち空き家対策事業、６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し

尿処理費を除く）、９款消防費、１２款公債費、１３款予備費、財産に関する調書 

○委員長 それでは、議案第１号平成２９年度塩尻市一般会計歳入歳出決算認定についてを議題といたします。

慣例によって歳出から説明していただきますが、たくさんありますので、区切って行いたいと思います。初めに、
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歳出１款議会費６６ページから２款総務費１項９目支所費９３ページまでの説明をお願いをいたします。 

○人事課長 それでは、６６、６７ページ以降をお願いいたします。まず歳出のうち、人件費につきまして御説

明をさせていただきます。人件費は、各課共通で当該科目ごと備考欄に、一般職の正規職員につきましては職員

給与費として、また嘱託員につきましては嘱託員報酬、臨時職員につきましては臨時職員給与費で、それぞれ計

上してございます。原則として各課からの説明は省略させていただきましたので、よろしくお願いいたします。

以上です。 

○議会事務局次長 それでは同じページになりますが、６６、６７ページをお願いいたします。１款１項１目の

議会費からお願いいたします。平成２９年度議会費の決算額の総額につきましては２億４１１万円余でありまし

て、前年度対比８５万円余の減となっております。６７ページの備考欄をお願いします。 

３つ目の白丸、議会活動費１，２５０万円余のうち、上からの４つ目の黒ポツ、費用弁償２２４万円余につき

ましては、常任委員会、行政視察、会議出席に伴う費用弁償であります。その４つ下の黒ポツ、印刷製本費１６

１万円余につきましては、議会だより４回分の印刷製本費であります。議会費につきましては、以上であります。 

○人事課長 続きまして、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費のうち、最初の白丸、嘱託員報酬４，１１

１万円余につきましては、庶務課、秘書広報課等の嘱託員１２人分の報酬等でございます。ページをおめくりい

ただきたいと思います。 

６８ページ、６９ページでございますが、最初の白丸、特別職給与費２，９２３万円余につきましては、特別

職のうち市長、副市長の給与手当等でございます。なお、平成２８年度のみ教育長の分が入っておりまして３人

分でございましたが、教育費のほうに所管がえしてございまして、減額となっております。 

 次の白丸、職員給与費９億６，４９７万円余につきましては、１つ目の黒ポツ、一般職員給料につきましては、

総務部、企画政策部、会計課等の一般職の職員８４人分の給与でございます。その下の黒ポツ、一般職手当につ

きましては、５億２，５８９万円余のうち退職手当につきまして１９人分、２億９，９００万円余として支出し

たものでございます。なお、前年対比７人減でございます。 

 次の白丸、人事事務諸経費１，１０７万円余につきましては、１つ目の黒ポツ、普通旅費につきましては、議

会行政視察随行ほか一般旅費でございます。下から２つ目の黒ポツ、人事給与システム使用料につきましては、

人事及び給与関係のシステムをリース契約により使用している使用料でございます。 

 次の白丸、臨時職員給与費に６１４万円余につきましては、産休代替等緊急対応の臨時職員５人分の賃金等で

ございます。以上でございます。 

○庶務課長 次の白丸、法制執務費７１５万円余でございますが、こちらのほうの経費は法令に即した行政運営

を行うための経費でありまして、初めの黒ポツ、情報公開・個人情報保護審査会委員報酬３人分でありますが、

委員は５人おりますが、４月１９日に開催し２人欠席ということで、３人分の報酬になっております。それから、

３つ飛びまして弁護人委託料、こちらにつきましては、市が委託しております２人の弁護士に対する簡易な法律

相談に対する委託料でございます。それから次の黒ポツ、例規管理システム委託料、こちらにつきましては、条

例規則等に関する職員向けのシステム及び市のホームページにおける閲覧システムの委託料でございます。それ

から１つ飛びまして、交通事故等補償金、こちらにつきましては公用車事故、今回４件ということで補償金、こ
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ちらについては賠償保険のほうから全額補填をされております。 

 次の白丸、文書事務費３，３７５万円余でございますが、こちらは庁内文書を発送、それから用紙の購入等の

経費でございます。１つ飛びまして黒ポツ、消耗品費につきましては、印刷機の用紙及びインク代の代金でござ

います。２つ飛びまして郵便料２，６４２万円余でございますが、こちらは前年対比２４１万円増になっており

ます。こちらは郵便料等の値上げがございまして、増になっております。２つ飛びまして印刷機等使用料、こち

らはカラー印刷機、白黒印刷機ほかの委託料、使用料でございます。 

次の白丸、平和祈念事業６５万円余でございますが、こちらのほうにつきましては、市民の平和意識、それか

ら交流を図るための事務諸経費であります。特に平和教育研修で、市内の各中学校の生徒の皆さんが広島に訪れ、

研修をしてきたものが主でございます。一番下の黒ポツ、費用弁償、こちらが広島平和教育の研修に同行しまし

た校長先生含め１３人分の費用弁償でございます。 

次のページをお願いいたします。７０、７１ページでお願いいたします。７１ページの備考欄をお願いいたし

ます。白丸、庁舎施設管理費６，３５７万円余でございます。こちらのほうにつきましては、庁舎の維持管理の

経費であります。５つ目の電力使用量、こちらが１，４７４万円余でございますが、前年対比１２４万円増にな

っております。こちらは、冬の期間の平均気温の低下によりまして、エアコンの稼働の増によるものでございま

す。１つ飛びまして営繕修繕料、こちらは庁舎の設備等の修繕を有したものでございます。特に、設備点検の指

摘事項でありました防火シャッターの取りかえ工事、それから組織改編に伴うレイアウトの変更、電話の移設工

事等で、合計２４件でございました。２つ飛びまして電話料、こちらにつきましては市役所から発信した通話の

通信料でございます。それから３つ飛びまして市民総合賠償保険料、こちらは全国市長会市民総合賠償保険の保

険料ということで、２９年３月１日現在の人口に応じまして保険料を払ったものでございます。３つ飛びまして

庁舎管理業務委託料、こちらは庁舎の日常清掃、それから外部清掃、ガラスの清掃等の委託料でございます。８

つ飛びまして電話交換業務委託料、これは、外部からの市役所に着信した電話を各課に取り次ぐ電話交換業務の

委託料でございます。それから２つ飛びましてＰＣＢ廃棄物処分委託料、こちらは高濃度のＰＣＢの変圧器コン

デンサーに伴います委託料でございます。庁舎のＰＣＢ関係は、これで高濃度の関係は全て終わりまして、低濃

度の関係の廃棄につきましてはこれから計画的に処分していく予定でございます。それから３つ飛びまして電話

交換機借上料、こちらは電話交換機の設備のリース料でございます。 

次のページをお願いいたします。７２、７３ページ。７３ページ、備考欄をお願いいたします。白丸、車両管

理諸経費１，７９５万円余でございます。こちらは公用車の維持管理等の経費でありまして、２つ目の黒ポツ、

燃料費２５３万円余、こちらは公用車のガソリン及び軽油代金でございます。それから７つ飛びまして自動車等

借上料１，１３８万円余でございますが、これは庶務課の所管する公用車９台分のリース料、それから民間会社

に委託しております大型バスの賃借料でございます。民間の大型バスの運行は年間８３件、それから庁用車のバ

スは２３５件という状況でございました。 

 次の白丸、紙のタイムマシン活用事業でございますが、こちらのほうにつきましては乾式オフィス製紙機、ペ

ーパーラボを活用した古紙再生の経費でございます。決算説明資料の３１ページにも状況を書いてございますが、

古紙再生の回収の実際枚数でございますが、年間で５６万枚を処理をいたしまして、生産した紙が３６万枚余に
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なっております。月平均１台当たり２万４，０００枚処理をして、１万５，０００枚生産をしたというような状

況でございます。なお施設の視察が１４回、それから社会見学は、子どもたちの見学も含めて８回で、延べ５７

８人の方が見に来ていただいたということでございます。また、障がい者団体に古紙回収を委託している状況で

ございます。 

 決算書に戻っていただきまして、消耗品の関係につきましては、こちらのほうはペーパーラボに伴うカートリ

ッジ代等でございます。それから１つ飛び、古紙再生機使用料につきましては、こちらがペーパーラボのリース

代、１２か月分のリース代でございます。なお、県の補助金、元気づくり支援金につきましては、この５分の４

の補助率で、こちらのほうは３０年度まで３年間という規定がございまして、元気づくり支援金の制度は３年間

で終了ということになっております。 

 それから次の白丸、契約事務諸経費４５０万円余でございますが、こちらのほうの主なものは下から２つ目の

財務会計システム使用料、こちらは本市が導入しておりますシステムの契約管理業務にかかわるリース代でござ

います。以上であります。 

○選挙管理・監査・公平委員会事務局長 次の白丸、固定資産評価審査委員会費で１４万円余でございますけれ

ども、これにつきましては１つ目の黒ポツ、固定資産評価審査委員会委員報酬３人分でございます。平成２９年

度は、固定資産評価台帳に登録された価格に対する不服の申し立て等はございませんでしたので、委員会開催３

人分ほか研修に要した費用でございます。私からは以上です。 

○秘書広報課長 それでは、次の２目秘書広報費をお願いします。備考欄、秘書事務諸経費５５２万円余ですが、

１行目、市長表彰等記念品代につきましては、市長表彰者９人と２団体への記念品代と、義務教育９カ年皆勤者

９人への記念品代になります。３行目の交際費８８万６，０００円余ですが、市長の対外的活動、交際上必要な

経費、合計１８１件分の支出であります。次の７５ページをお願いします。８行目の備品購入費４万５，０００

円余ですが、ブルーレイディスクレコーダー１点代ということで、応接室のテレビに接続し活用するために購入

したものでございます。１行飛びまして全国市長会負担金、その下の県市長会負担金につきましては、全国市長

会、県市長会の運営費を、市の人口規模に応じて負担したものでございます。１行飛びまして信州塩尻事業補助

金２４万円余につきましては、東京、名古屋、関西の各塩尻会の通信費や会場費等に充てたものでございます。 

 次の白丸、都市交流事務諸経費１８万５，０００円余ですが、３行目都市交流協会補助金１０万円ですが、姉

妹都市との親善交流事業等に要する経費に対する協会への事業補助金でございます。 

 次の白丸、広報広聴活動事業３，４２２万円余ですが、広報広聴活動に要した経費でございます。８個目の黒

ポツですが、印刷製本費１，０２６万８，０００円余ですが、広報しおじりの印刷費でありまして、１回当たり

２万２，４００部を毎月の１２回印刷して発行したものでございます。４行下がって有線テレビ広報事業委託料

ですが、７３万円余ですが、内訳につきましては行政チャンネル業務委託料、有線テレビ広報事業委託業務料で

あります。行政チャンネル業務につきましては、テレビ松本の１つのチャンネル、Ｊの７０６チャンネルを利用

して行政情報を放送しているわけですが、それに関わる番組制作の撮影、編集、あるいは機械配線等の保守管理

に充てるものでございます。また、有線テレビ広報事業委託につきましては、テレビ広報しおじり、１５分番組

の制作と放映を委託したものでございます。年間４０番組を制作いたしました。次の広報配送仕分作業委託料と、
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その次の広報配布委託料につきましては、広報誌の配送、仕分、配布作業をシルバー人材センターに委託したも

のでございます。３つ下のホームページリニューアル業務委託料４２１万２，０００円ですが、市のホームペー

ジを６年ぶりにリニューアルしたわけですが、主にトップページを中心にリニューアルいたしました。内容につ

きましては、トップページの写真を大きくしてインパクトのあるデザインに変更をいたしました。また、スクロ

ールの幅を短くして、少しのスクロールでホームページの全体がわかるような形で見やすくいたしました。４行

飛びまして、ホームページ管理システム委託料３４８万円余ですが、これにつきましてはシステムの利用運用対

応のリース料であります。次の緊急メールシステム使用料２７３万４，０００円余ですが、これもシステムの利

用運用対応のリース料であります。次の備品購入費５万９，４００円、デジタル一眼レフカメラ１点代ですが、

広報取材用のカメラを購入したものでございます。秘書広報費については以上です。 

○会計管理者 続きまして７６ページ、３目会計管理費について御説明いたします。決算書７７ページの備考欄

１つ目の白丸、会計事務諸経費、決算額１，３３８万６，０００円余ですが、３つ目の黒ポツ、印刷製本費１３

６万円につきましては、決算書及び支払い通知書等の印刷代でございます。６つ目の黒ポツ、電算機器使用料１

４３万６，０００円余、８つ目の黒ポツ、財務会計システム使用料８８１万２，０００円余につきましては、情

報政策課の指示額によるものでございます。 

 ２つ目の白丸、公有財産売払事業１８万１，０００円余につきましては、ヤフー株式会社の官公庁オークショ

ンに係る経費であります。車両が８台、消防小型ポンプ４台、プリンター等、合計１９品目を出品をし、売却を

いたしました。３つ目の黒ポツ、公有財産売却手数料は、落札額の３％プラス消費税の支払いでございます。な

お、このオークションによります歳入につきましては、２９７万７，０００円余を売り上げております。後ほど、

歳入事項別明細４８、４９ページをごらんください。会計課からは以上です。 

〇財政課長 それでは、その次の４目財政管理費、決算額が４４８万円余でございます。主なものにつきまして

は、５つ目の黒ポツになりますけれども財務会計システム使用料３５２万円余でございます。 

５目の財産管理費の決算額は、５億１，９１２万円余でございます。 

２つ目の白丸になりますが、財産管理事務諸経費の中の主なものにつきましては、中ほどの黒ポツになります

が、全国市有物件災害共済会の分担金６４８万円余でございまして、こちらは公用車の自動車損害共済、それか

ら市の建物の建物総合損害共済の分担金となっております。その下の黒ポツ、特殊建物定期報告委託料２７７万

円余、こちらにつきましては建築基準法に基づきまして、定期的に専門資格者による調査、検査を行っているも

ので、２９年度につきましては小中学校など１９施設を実施したものでございます。２つ下の黒ポツ、市道分筆

測量等委託料７７０万円余は、市道路線の分筆測量や境界確定等を委託したものでございます。次のページをお

願いいたします。４つ目の黒ポツの、土地等賃借料３，８９１万円余でございます。こちらは保育園用地などの

賃借料ということで、決算説明資料の１１０、１１１ページに明細がございますので、御確認をお願いしたいと

思います。 

決算書の次の白丸、基金積立金はそれぞれの元金、利子を積み立てたものでございます。１つ目の黒ポツの財

政調整基金は、２８年度の決算剰余金から２億５，０００万円を積み立てております。６つ下の黒ポツ、市営住

宅整備基金につきましては、住宅の修繕費用の準備として１，０００万円を積み立てております。３つ下の黒ポ
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ツ、福祉基金につきましては２０万円の積み立て、６つ下の黒ポツ、森林環境保全基金と、その２つ下の知恵の

交流基金につきましては、ふるさと寄附をいただいた中からそれぞれ基金に積み立てております。また、スポー

ツ夢基金につきましては、寄附をいただきました１０万円について元金として積み立ててございます。 

その他につきましては、利子、積立金になります。なお、基金の運用状況につきましては、決算説明資料の２

９ページにございますので御確認をお願いしたいと思います。私からは以上です。 

○企画課長 続きまして、６目企画費になります。備考欄の白丸、企画調整事務費２７０万円余の最初の黒ポツ、

公の施設指定管理者選定審査会委員報酬４人分１万３，４００円につきましては、指定管理の更新を迎えました

ふれあいセンター洗馬、洗馬児童館、大門駐車場、塩尻駅前広場、特定公共賃貸住宅の４施設、楢川地区の定住

促進住宅２施設、雇用促進住宅、北小野地区の若者定住促進住宅の１２施設につきまして、指定管理者選定を行

ったものとなっております。 

 次の白丸、行政評価推進事業１６万円余の最初の黒ポツ、行政評価委員会委員報酬１０人分、６万３００円に

つきましては、市民、有識者で構成をいたします委員会を２回開催いたしまして、地方創生の関連事業３事業、

子育て支援関連事業の３事業の計６事業につきまして外部評価を行っていただき、それぞれの事業につきまして

改善点等の指摘を受け、事業の執行方法の改善につなげるとともに、平成３０年度の予算に反映を行ったものと

なっております。 

 次の白丸、広域行政推進事業１，２５３万円余につきましてですが、こちらおめくりいただきまして、８０ペ

ージ、８１ページをお願いをいたします。８１ページ一番上の黒ポツ、松本広域連合負担金１，２５３万４，０

００円につきましては、松本広域連合の共通経費のうちの議会費、総務費の本市分の負担金となっております。

私からは以上です。 

○地方創生推進課長 私からは続きまして白丸、シティプロモーション事業から説明をさせていただきます。１

番目の黒ポツ、地域おこし協力隊員報酬になりますが、こちらの報酬は安藤さんの報酬、年間分になります。そ

れと、スナバの地域おこし協力隊中島さんの１カ月分の報酬、ここから合わせたものの決算になっております。

２番目の黒ポツ、シティプロモーション推進会議委員報酬ですが、２回開催しまして、その委員さんに払った報

酬２回分の報酬になります。３つ目の黒ポツ、寄附謝礼品ですが、ふるさと納税返礼品を購入した金額になりま

す。２９年度のふるさと納税の概要ですけれども、寄附件数は３，０２０件ちょうど、寄附金額ですけれども、

５億５，５０７万２，０００円ちょうどで、金額ベースで前年の約２．４倍となっております。５つ飛ばしてい

ただきまして９番目の黒ポツ、ふるさと寄附業務委託料でございますが、塩尻市振興公社のほうへふるさと業務

にかかわるもの、返礼品の発注、梱包、発送作業のほうを委託したものでございます。地域おこし協力隊員採用

支援業務委託料ですが、塩尻市振興公社へ出したものでございますけれども、この下の移住定住促進のところで、

新たに地域おこし協力隊の採用とスナバで地域おこし協力隊の採用があったものですから、業務内容の取材、そ

れからサイトのほうの掲載等の委託をしたものでございます。その下、ポータルサイト特設案内使用料ですが、

ふるさと納税のサイトにかかる経費になってございます。現在、ふるさとチョイス、ふるなび、楽天、３つのサ

イトを使わさせていただいてございます。月々の定額のものもあれば、寄附額に対して一定の割合のものもあり

まして、３つのサイト合わせて約２，０００万円余の決算額になっております。地域おこし協力隊活動補助金に
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つきましては、主に安藤さんのものの年間の活動補助金になります。シティプロモーション推進事業負担金でご

ざいますが、先ほどのシティプロモーション推進会議のほうでお謀りした事業についての、事業を推進するため

の負担金になります。シビックプライド醸成事業、地方創生若者還流事業、プロモーション事業を３つのカテゴ

リーに分けた事業を推進してまいりました。 

 次の白丸、移住定住促進事業です。地域おこし協力隊員報酬ですけども、主に今井さんにかかわる年間の報酬

になります。それから、新たに採用した立川あゆさんの２カ月分の報酬、ここに入ってございます。３つ飛ばさ

せていただきまして下から２つ目、移住促進事業負担金でございますが、議会の本会議でもありましたけれども、

塩尻市内の賃貸住宅に転入されたご夫婦に対しまして、地場産品のプレゼント事業になります。申請は２６件ご

ざいました。ポスターの作成、カタログの作成費用を含めた費用のこの決算額になります。なお、２番目の黒ポ

ツ、移住定住コーディネート業務委託料、それから一番最後の住宅ストック活用事業補助金につきましては、こ

の４月１日より建築住宅課のほうへ移管になっておりますので、ここでは説明を省かさせていただきます。 

 次の白丸事業、民間活力導入事業ですが、第３回のＭＩＣＨＩＫＡＲＡ実施に関するものでございます。プロ

ジェクト推進委託料ですが、株式会社チェンジウェーブのほうの設計業務委託料になります。私からは以上です。 

○企画課長 続きまして次の白丸、次期中期戦略策定事業１６５万円余の最初の黒ポツ、総合計画審議会委員報

酬２０人分、２１万７，７５０円につきましては、平成３０年度を始期といたします第五次総合計画、第２期中

期戦略の策定を行うために、昨年の５月に塩尻市総合計画審議会へ策定に介し諮問を行い、審議会が４回開催さ

れ、調査、審議をいただき、本年の２月２２日に中期戦略案の答申を受けたものとなっております。その６つ下

の黒ポツ、行政経営アドバイザー業務委託料４０万円につきましては、行政経営システムの負担の見直しを行う

ために、行政評価理論の第一人者であります関西学院大学の稲澤克祐教授に、総合計画、行政評価、実施計画、

予算編成につきまして定期的なディスカッション、電話、メール等でのアドバイスをいただくための業務委託を

行ったものとなっております。私からは以上です。 

○情報政策課長 それでは私からは、７目情報開発費について説明させていただきます。１つ目の白丸、住民情

報等電算システム管理事業につきましては、住民記録であったり税の情報であったりといった、住民の情報に伴

うシステムの部分の費用となっております。特に１つ目の黒ポツ、システム保守委託料につきましては、法改正

に伴うマイナンバー関連のシステム改修を主となっておりまして、特にシステム改修業務委託料となっている部

分につきましては、税の業務システム改修委託料については３分の２、その下の２つ、住基と宛名につきまして

は、１０分の１０の補助が出ております。またその下の黒ポツ、電算機器使用料につきましては、先ほど言いま

した住民記録関連のシステムの情報政策課の負担金ということで、出している部分の費用となります。 

次の白丸、行政情報等ネットワークシステム整備事業につきましては、職員が庁内で使っているパソコンであ

ったり、それを管理するサーバーであったりとする部分のリース料が主なものとなってございます。 

ページをおめくりいただきまして、８３ページ、一番上の白丸、塩尻情報プラザ・ネットワーク運営事業、８，

７００万円余になります。１つ目の黒ポツ、運営協議会委員報酬ですけれども、これは情報プラザの運営及び塩

尻市の情報化につきまして、運営委員会を開催しているものの報酬というふうになります。それから５つ飛ばし

て指定管理料です。これにつきましては、塩尻情報プラザ及び市内の１３０キロの光通信網や拠点に関する部分
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の機器の管理を、ＮＴＴ東日本―関信越の会社に指定管理委託するものとなっております。主なものはこちらに

なります。 

それから１つ飛ばして白丸、分散型無線ネットワーク事業になりますが、この分散型無線ネットワーク事業に

つきましては、子供見守りやセンサーネットワークで利用しているアドホック無線網の維持管理費というふうに

なってございます。 

それからすぐ下の白丸、グループウェアシステム運用事業につきましては、これも職員が利用しているグルー

プウェアのシステム運用事業の費用となってございます。 

その下の白丸、印刷管理システム運用事業につきましては、庁内にあります印刷機器の利用費用、また、タブ

レット会議システムの運用費ということになってございます。 

その下、オープンデータ活用事業につきましては、子育てサイトを作成しまして、そのサイトの運営とワーク

ショックの開催などを行っております。子育てサイトにつきましては現在３３６人、家族で１，３３０人の登録

が行われておりますし、ワークショップについても、昨年度は６１人の参加となっております。また、市の情報

として公開できるオープンデータにつきましては、４４個のオープンデータを公開しております。なお、ここに

は県の元気づくり支援金の補助が入っておりまして、最終年度ということになってございます。このオープンデ

ータ活用事業につきましては、３年間で最終ということで、２９年度で終了というふうにさせていただいてござ

います。 

ページをおめくりいただきまして、８５ページ、１つ目の白丸、情報セキュリティ運用事業につきましては、

総務省が指示しましたネットワークの分離に伴いまして、セキュリティの機器を導入させていただきまして、そ

れについての経費というふうになってございます。 

その次の白丸、ＩＣＴ人材育成事業ですけれども、これにつきましては、小学生や中学生に対して講座を開催

することでＩＣＴに興味を持ってもらう人をふやすということで、昨年度につきましては１４講座、延べ３００

人に対して講座を開催させていただいたものになります。 

最後の白丸、情報プラザ・ネットワーク運営事業の繰り越し分につきましては、大門にあります県道御馬越塩

尻停車場線、秋葉神社の前というか、関歯医者の前のところの電柱の地中化工事に伴いまして、電線の移設にか

かる工事費ということになってございます。私のほうからは以上で説明を終わります。 

○地域振興課長 それでは続きまして、８目地域づくり振興費７，２７７万２，０００円余につきまして説明い

たします。決算書８４、８５ページをお開きください。備考欄最初の白丸、地域づくり事務諸経費１２２万１，

０００円余でございますが、地域づくり係の事務処理にかかわります経費でございまして、臨時職員の賃金が主

なものでございます。 

次の白丸、行政連絡諸経費４，５７４万７，０００円余でございますが、最初の黒ポツ、行政連絡長報酬６６

人分の２，９５０万８，０００円余、それから下から２つ目の黒ポツ、行政連絡委託料１，４８９万７，０００

円余が主なものでございます。この委託料につきましては、行政連絡事務及び広報等の文書配布事務にかかりま

す委託料でございます。 

次の白丸、コミュニティ活動支援事業１，２３５万６，０００円でございますが、最初の黒ポツ、ふれあいの
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まちづくり事業補助金は、各区が行いました地域の活性化を図る事業に対しまして、交付金を補助したものでご

ざいます。地域づくり事業といたしまして、大門田川町のミニ公園、敷石凹凸改修工事のほか８件の補助といた

しまして、３３６万５，０００円を交付したものでございます。次の黒ポツ、集会所改修事業補助金でございま

すが、これは北熊井北村常会集会所のトイレ、外壁の改修など、その他５件合わせまして２８９万１，０００円

を交付したものでございます。その下の黒ポツ、コミュニティ助成事業は、宝くじの収益金を財源といたしまし

て、一般財団法人自治総合センター、それから公益財団法人長野県市町村振興協会が行います補助制度でござい

ます。宗賀床尾区のコミュニティ備品の整備をする事業ですとか、高出２区区民自主防災隊の防災備品の整備に

かかる補助など合わせまして４件、６１０万円を支出したものでございます。 

次の白丸、防犯灯管理事業７８７万７，０００円余でございますが、最初の黒ポツ、防犯灯設置改修補助金６

１３万３，０００円につきましては、ＬＥＤ防犯灯として新規あるいは改修をされました一般防犯灯、それから

指定防犯灯合わせまして４８４基に対する補助でございます。２つ目の黒ポツ、指定防犯灯電気料補助金１７１

万４，０００円余でございますが、集落と集落の間にあります指定防犯灯６４２基の維持管理をしていただいて

おります区等に対しまして、電気料を補助させていただいたものでございます。 

次の白丸、地域活性化プラットフォーム事業５５７万円余につきましては、一番下の黒ポツ、地域活性化支援

事業交付金５５２万９，０００円が主なものでございます。地域が主体となって身近な課題を解決していく整備

事業や改修事業、地域の人材育成につながる事業等に対しまして、７地区に１００万円を上限といたしまして交

付金を交付したものでございます。北小野地区では人口減少が著しく、高齢化率も高く、また農林業後継者や担

い手不足の解消等の歯止めをかけるために、夢都里路くらぶフェアの企画に参加いたしまして、都市部の方たち

と高原野菜の収穫、水源地たのめの森の秋の森づくりを通しまして北小野地区のよさを体感してもらい、交流を

深めることによりまして農業振興、移住定住の促進などのほか、自然環境の保全、地域コミュニティの維持、遊

休荒廃農地対策、水源地の環境保全につなげていく活動となりました。また宗賀地区では、歴史ある地域に埋も

れた公共財産である宗賀小学校の学有林等を１０年単位で復活させ、世代間を含めた地域の人々の交流を促進す

る中で地域の活性化を図る取り組みを進めております。平成２９年度には学有林の整備といたしまして草刈りを

行い、豊かな学有林を再生するために水芭蕉の苗づくりを行いました。また児童、生徒が主役になれる事業とい

たしまして、まきづくり体験、木製のそりの作成等を取り入れることによりまして、コミュニティ・スクール事

業とタイアップすることができました。 

続きまして、決算書８６、８７ページをお開きください。９目の支所費でございます。支所費につきましては

備考欄白丸、片丘支所管理運営費以下、支所ごとにお示ししてございますが、各支所ほぼ共通しておりますので、

片丘支所の管理運営費を例に説明を申し上げます。主なものといたしましては最初の黒ポツ、臨時職員賃金、こ

れは１年分でございますが８７万７，０００円余でございます。５つ目の黒ポツ、電力使用料６０万８，０００

円余、それから下から５つ目の黒ポツ、清掃委託料４１万１，０００円余などとなっております。そのほかはご

らんのとおり消耗品、燃料費、上下水道使用料等々、支所の管理運営にかかる経費を執行したものでございます。 

以下、主な項目のみを御説明申し上げます。備考欄２つ目の白丸、広丘支所管理運営費の９つ目の黒ポツ、営

繕修繕料２５２万８，０００円余でございますが、旧勤労青少年ホームへの仮移転に伴う営繕修繕費でございま
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して、事務室改良、電気設備の改修が主なものでございます。それから一番下の黒ポツ、設備移転工事費４７３

万４，０００円余でございますが、旧勤労青少年ホームへの仮移転に伴う設備移転工事でございまして、光伝送

設備切換移設工事が主なものでございます。 

ページをおめくりいただきまして、８８ページ、８９ページの備考欄１つ目の白丸、北小野支所管理運営費の

８つ目の黒ポツ、営繕修繕料１４４万円でございますが、駐車場沈下等補修工事と和室の畳表がえを行いました。

それが主なものでございます。それから３つ目の黒ポツ、電話料４０万７，０００円余でございますが、北小野

の市外局番は松本圏エリアの０２６３と諏訪圏エリアの０２６６の２つの局番があるため、北小野支所も２つの

回線を使用しておりますので、そのため他の支所と比べると金額が大きくなっております。 

次の白丸、洗馬支所管理運営費の次のページの２つ目の黒ポツ、備品購入費３１万８，０００円余でございま

すが、平成２年の開所時に設置した暖房機が故障いたしまして、業者に見てもらいましたが既に部品等がなく、

修理不能ということで、営農研修室と健康相談室のＦＦ式石油暖房機を２台取りかえをしたものでございます。 

ページをおめくりいただきまして、９２、９３ページ、備考欄１つ目の白丸、楢川支所管理運営費の５つ目の

黒ポツ、電力使用料１６８万９，０００円余でございますが、高圧受電を行っているため電気料が高くなってお

ります。地域づくり振興費及び支所費につきましては、以上でございます。 

○委員長 ありがとうございました。それでは、説明を受けました６６ページから支所費９３ページまでの質疑

を行います。委員の皆さんから質問はありますか。 

○西條富雄委員 ６９ページ、弁護人委託料４１万５，０００円でございますが、２名ということですが、弁護

人委託料は回数でお支払いしているのか、時間給でお支払いしているのか教えてください。 

○庶務課長 弁護人委託料の関係でありますが、こちらのほうにつきましては回数の関係でありますが、時間単

位ということで決まっておりますので、それで対応しております。 

○委員長 いいですか。ほかに。 

○村田茂之委員 お金の問題よりも、実際の事業の中身についてなんですが、まず２点あります。１点目は紙の

タイムマシン事業、７３ページですか、決算説明資料の中で、５６万枚の紙で３６万枚の再生紙をつくったとい

う話が。結構再生率が高いんだなというふうに思いましたが、課題のほうに、庁内利用のみならずほかにもとい

うことなんですけれども、現在の機械が故障したときとかメンテナンスの時間を除いて、稼働率というのは今ど

れくらいあって、あとどれくらいまで延ばせるのかというお考えがあれば、教えてください。 

○庶務課長 一応稼働率の関係につきましては、計画では、目標としては１日４時間を目標にしているわけなん

ですが、実際にはそれに満たしてないということで、３時間弱というような状況であります。いずれにしても、

状況を見ながらという部分はありますので、用紙がなかなか庁内から回収ができていないという状況もありまし

て、年度当初と年度末につきましては、相当庁内のほうから紙が回収できるんですけれど、年度の途中になって

きますとペーパーラボでかける紙が、なかなか回収できないという状況もありまして、一概に稼働率を全て対応

ということが難しいわけなものですから、なかなか目標には達していない部分がありますけれど、いずれにして

も、その分庁内でも大分紙のほうについては、名刺も含めて庁内の紙も含めて利用していただいておりますので、

ある程度の効果は上がっているかと思います。 
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○村田茂之委員 そういう意味で、当初の機械の立ち上げが安定性とかメンテナンスとかあったと思うんですけ

れども、先ほどの御説明で、１日４時間ぐらいってことであれば、さらに倍ぐらいは処理できるっていう読みと

考えてよろしいでしょうか。 

○庶務課長 機器の性能からいけば、もちろんフルに稼働はできるかと思います。ただ、途中でトラブルが出て

くればっていう状況もありますけど、いずれにしても、紙の状況またはトラブルを解消できればフルに稼働はで

きるかと思います。 

○村田茂之委員 もう一点お願いします。７５ページの行政チャンネルの費用です。番組制作とか業務委託があ

るんですが、私自身は視聴できる環境ではないんですけど、実際にどれくらいの方が視聴されているかっていう、

そういう情報をお持ちであれば教えてください。 

○秘書広報課長 行政チャンネルを視聴する場合は、まずテレビ松本に加入をしていただいて、その中でテレビ

松本のチューナーを設置している世帯の方が視聴できます。それで塩尻市の総世帯数、今現在の数字ですが２万

７，５３５世帯のうち、テレビ松本加入世帯が１万１，１５５世帯で、テレビ松本の加入率は４０．５１％です。

そのうち、ＳＴＢという装置なんですけれど、それを設置してる世帯が８，５７４世帯でして、全世帯に対して

行政チャンネルが見れる世帯が５，９６３世帯でして、率にして２１．６６％の数字となっております。 

〇村田茂之委員 そういう視聴環境というよりも、行政チャンネルの番組とかコンテンツ自身が評価されて視聴

されていると、そっちのほうのお話をお聞きしたいんですけれども。 

○秘書広報課長 ちょっと現状では、視聴率ですかね、そういう数値は取ってないものですから、加入率でしか

お答えができないので、お願いいたします。 

〇村田茂之委員 そういう意味で、視聴環境から始まって、コンテンツが本当にいいもので、市民から受け入れ

られているっていうような形で捉えていくのが好ましいと思うので、行政チャンネルが出しているものがどれく

らい見られているかとか、そういうようなことが把握できるようなことを御検討いただければと思います。 

○西條富雄委員 先ほどの弁護士の件で、深堀りするのを忘れまして。時間給とおっしゃってましたけど、２名

に４１万５，０００円をお支払いってことは、何回何時間でわかりますか。教えてください。 

○庶務課長 係長のほうで答弁いたします。 

○行政係長 ２名にお支払をしておりますけれども、まずお一人目、山根弁護士さんですが、７回で合計４時間

３０分になります。二人目小林弁護士さんは、８回の４時間１２分となります。 

○委員長 よろしいですか。ほかに御質問ありますか。 

○古畑秀夫委員 ８１ページ上ですが、地域おこし協力隊１名の方がやめられたということですが、現在は何人

の協力隊員がいて、どんなポジションというか、先ほど、移住定住に２人とかっていうことのようですが。何人

いてどんなところについているかお聞きしたいと思います。 

○地域創生推進課長 今現在ですけれども、８１ページの移住定住促進事業のところで２名、今井さんと立川あ

ゆさんがいらっしゃいます。それから、スナバに２名、中島光さんと田中さんという方がいらっしゃいます。で、

この７月で安藤さんが任期が切れましたので、今現在ですと４名という体制になっております。以上です。 

○委員長 よろしいですか 
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○西條富雄委員 その同じ地域おこし協力隊の件ですが、総務省から４００万円の補助があって、２００万円は

人件費で使って残り２００万円は活動補助ということですが、そのページの黒ポツ、ほぼ下のほう、地域おこし

協力隊員活動補助金２１０万６，７２７円、２００万円超えているんですけれど、それ以上の活動をしていただ

いているから評価はいいと思うんですが、その十万何がしは市が持ち出しということの理解でよろしいでしょう

か。 

○地域創生推進課長 白丸、シティプロモーション事業のほうの地域おこし協力隊の活動補助金の決算額ですけ

れども、安藤さんが１年間の活動補助金が、細かくて大変恐縮なんですけれども１９９万９，９８７円、約２０

０万円になっております。実はここにスナバの中島さんの１カ月分が入っておりまして、この彼女の１カ月分の

活動補助金が１０万６，７４０円で、合計でこの決算額になっているというものです。 

○西條富雄委員 はい、理解しました。 

○委員長 ちょっといいですか。関連で、私ども協力隊員の顔と名前と全然わからない。女性が何人、男性が何

人。疎いって言えば疎いんで、そういう機会もないので、一度そういう機会をつくっていただきたいと思います

ので古畑課長によろしくお願いしたいと思います。ぜひ、お話しする機会をつくっていただければ、自分たちで

計画すればいいんだけれど、そこまで手が回らないので、担当課の課長にお願いをして、協力隊員さんとのお話

合いの場所をつくっていただきたいと思いますのでよろしくお願いを。要望としておきますが。 

○副委員長 ７１ページです。庁内の電気代がエアコンの関係で冬季期間高くなったというふうに伺いました。

確かに寒かったことは事実ですけれども、ペレットのストーブを導入して実験をしてるんですが、その実証って

いうのはされてるんでしょうか。 

○庶務課長 庁内の関係につきましては、特別今現在、ペレットの関係は検討はしておりませんが、今後の部分

かと思いますが。以上です。 

○副委員長 今後、学校だとかあるいは公共施設などに導入する可能性があるんですけれど、その実証というの

はどこで行うんでしょうか。 

○市民生活事業部長 ペレットについては、当部のほうで補助金などを用意させていただいて、市民への普及を

図っているところでございます。また、公共施設等への導入も、環境基本計画に基づいて推進を進めておるとこ

ろでございますけれど、その時々と費用または暖房効果によって、個々検討をしていただいている状況でござい

ます。ちなみに、庁舎内に設置してあるのはデモンストレーション用でございまして、暖房を目的とした設置と

はなっておりません。 

○委員長 よろしいです。ほかに。 

○中村努委員 ８５ページになりますが、ふれあいのまちづくり事業補助金と地域活性化プラットフォーム事業、

これはどういう違いがあるのか、ちょっと説明してください。 

○地域振興課長 ふれあいのまちづくり事業の関係につきましては区単位で、プラットフォーム事業につきまし

ては地区単位ということで、今、進めさせてもらっておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長 もう一度。区と地区の違いってこと。 

○地域振興課長 はい。 
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○委員長 よろしいです。 

○中村努委員 地区で、例えば具体的なソフト事業なら別ですけれども、ハード事業をやろうとしたときに、地

区で出したとしてもやる場所はどこかの区になるわけですよね。そうすると、その区がふれあいのまちづくり事

業補助金で申請しても、通ることもあるということですか。 

○地域振興課長 済みません、もう一度お願いします。 

○中村努委員 プラットフォーム事業のほうは地区としての申請なんだけれども、ソフト事業なんかだと地区全

体でということは考えられるけれども、ハード事業をやろうとしたときに、その実際やる場所は何々区という固

定された場所になるので、そこは区が、ふれあいのまちづくり事業として申請しても通るのかどうかという。 

○地域振興課長 その内容を見る中で、そこはどちらが適しているかということで判断して進めさせてもらって

おります。 

○中村努委員 適してるかどうかということじゃなくて、ふれあいのまちづくりは区が申請するわけですよね。

プラットフォーム事業というのは地区で申請すると。区から地域プラットフォーム事業でもできそうな案ってい

うのが出てきたときに、それはふれあいのまちづくりのほうでやるのかどうかっていう。 

○地域振興課長 地区全体の課題として取り上げた分につきましてはプラットフォーム事業という形で進めて

もらっております。 

○中村努委員 この地域活性化プラットフォーム事業の事業内容ですが、地域ならではの課題に対して何かやる

っていうのはいいわけですけれども、本来ならば区長要望で市にお願いする事業は、しなきゃいけない事業は幾

ら言ってもらちが明かないのでこれでやっちゃえと、こういうケースもあるのかなというふうに思いますけれど

も、本来市が整備しなきゃいけない箇所が、財源の問題だとかそういうことでできないでいるのを、地区はこの

事業を使ってやるっていうのは、この事業の目的であったことなのかどうか、その辺どう考えます。 

○地域振興課長 一応、市の事業の対象になるものにつきましては、この事業から外れるものですから、あくま

でも市の施設とかそういうものの改修につきましては、その担当部署に要望してもらって改修をしてもらってお

ります。それで、そういうのでなく地区の全体的な課題解決につながる、ほかの補助金のないものにつきまして

は、地元で必要な場合はこの補助金で対応するという形でなっております。 

○中村努委員 市がどこまでやるか、地区でどこまでやるかっていう線引きが難しい部分もあるのかなと思いま

すが、私の感覚で、これは地区がじゃなくて、市がやるべきことができないでいるんだなという箇所もあるので、

その辺は精査していただきたいなというふうに思いますのでよろしくお願いします。 

○委員長 ほかにありますか。 

○古畑秀夫委員 同じ場所の関連でお聞きしたいんですが、集会場改修事業って、それぞれ常会で集会所を持っ

ているところもあるんですが、どの程度の金額で、例えばトイレを水洗化するとかっていうようなことに対して

も出るのか、金額等についてもお聞きしたいと思います。 

〇地域振興課長 集会所の関係につきましては２つに分かれておりまして、新築する場合につきましてはそれぞ

れ世帯数に応じて金額決まっておりまして、今、先ほど委員の質問のありました増築改修につきましては、５０

万円以上の改修につきましては、今現在、補助金の対象になっております。ただこの間、行政連絡長会議等でも、
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その関係で何とか見直しできないかということでのお話ありましたので、その関係につきましては、今、内容の

関係の検討に入っておりますので、下限額の関係につきましては、今、検討に入っておりますのでよろしくお願

いしたいと思います。 

○古畑秀夫委員 ５０万円以上の部分について、どのぐらいの補助があるってことですか。 

〇地域振興課長 １０分の５以内ということですけども、限度額が決められておりまして、上限が２９０万円と

いう形になっておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長 よろしいですか。ほかにありますか。 

○副委員長 支所の関係で、私、初めてなもんですからわからないので教えていただきたいんですけれど、楢川

支所の電力が高圧受電だというお話がありました。これは合併以前からこういう契約だったのか、そして高圧受

電の場合には最大需要電力というんですか、ピーク時の問題が出てくるわけですが、跳ねあがっているのは特別

な例なのか、通常こうなのかってことを教えてください。 

○地域振興課長 合併前から高圧受電でしたので、それを引き継ぎまして電気料を支払いをしております。 

○副委員長 この高圧受電にしておかなければならないという、何か楢川支所の施設等における事情っていうの

はあるんでしょうか。 

○地域振興課長 詳細につきましては、支所長のほうからよろしいでしょうか。 

○楢川支所長 楢川支所につきましては、先ほど申し上げましたとおり、楢川村当時からの庁舎を使っておりま

すので、地下タンク等がございまして灯油のくみ上げ等、動力を必要とするモーター等がありますので、それに

高圧受電が必要であるということでございます。 

○委員長 よろしいですか。ほかにありますか。 

○西條富雄委員 細かい話で済みません。７１ページ、真ん中、電話料７３６万円余。固定電話以外に携帯電話

も入っているのか、まず入っているかどうか伺います。 

○庶務課長 主は庁内の固定電話ですが、携帯電話もイベント用に貸し出し用の携帯電話を所持し、庶務課で貸

し出しをしている状況です。 

○西條富雄委員 それは何台くらいあるんでしょうか。わかる範囲でいいです。 

○庶務課長 ５台です。 

○委員長 よろしいです。ほかにありますか。 

ないようですので、９３ページまでは以上で終了といたします。 

それでは、２０分まで休憩をいたします。 

午前１１時１０分 休憩 

――――――――――― 

         午前１１時１８分 再開 

○委員長 休憩を解いて再開をいたします。 

続いて、歳出２款総務費１項１０目生活支援対策費９３ページから２款６項監査委員費１１１ページまで、ま

た、３款民生費１項８目国民健康保険総務費、９目後期高齢者医療運営費１２６ページ、１２７ページ。４項国
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民年金事務費１４２、１４３ページの説明を求めます。 

○市民課長 それでは、引き続き９２、９３ページ下の段をお願いいたします。総務管理費１０目生活支援対策

費について説明をいたします。 

備考欄１つ目の白丸、嘱託員報酬５５９万円余は、消費生活センターの消費生活専門相談員と多文化共生担当

のシチズンサポーターの報酬などでございます。このうち、消費生活専門相談員の報酬と社会保険料につきまし

ては補助率１０分の１０で県の補助金が交付されております。 

２つ目の白丸、消費・生活支援対策事業３５６万円余の主なものは、３つ目の黒ポツ、法律・特設合同相談員

謝礼１１２万円余ですが、年間３１回開催した法律相談と、１１月に開催いたしました特設合同相談での弁護士

などへの謝礼となっております。５つ目の黒ポツ、消耗品につきましては、特殊詐欺電話被害防止対策機器を平

成２８年度に引き続きまして５０台、６９万１，２００円を購入いたしまして、塩尻警察署と連携いたしまして

６５歳以上の人のみで構成する世帯を基本として、貸し出しが必要な世帯に無料で貸し出しを行いました。なお、

購入した５０台の全てが２９年度中に設置されております。こちらも県の補助金の対象となっております。私か

らは以上です。 

○地域振興課長 それでは続きまして、１１目交通安全対策費のうち、長野県民交通災害共済費のみにつきまし

て説明いたします。決算書９４、９５ページをお開きください。 

最初の白丸、交通安全対策事業諸経費の上から４つ目の黒ポツ、長野県民交通災害共済会費徴収報償金９８万

４，０００円余でございますが、こちらは県民交通災害共済の募集、会費の徴収にかかわっていただきました区

等に対しまして、加入者 1人当たり３０円を区にお支払いしたものでございます。交通安全対策費の長野県民交

通災害共済は以上でございます。 

〇人事課長 ページをめくっていただいて９６、９７ページをお願いいたします。１３目職員厚生費をお願いい

たします。 

最初の白丸、嘱託医報酬３６万円につきましては、労働安全衛生法に基づきまして従業員５０人以上の企業等

につきましては、産業医１人を配置するということになっております。そこで、田村内科医院院長に委嘱いたし

ました、その報酬でございます。 

次の白丸、職員健康管理・福利厚生費１，１９３万円余につきましては、まず、５つ目の黒ポツ、メンタルヘ

ルスカウンセリング委託料８３万円余につきましては、月２回、1 回当たり５人の職員の定期カウンセリングの

ほか、随時に行うカウンセリングにつきまして、ＮＰＯ法人長野県キャリア＆カウンセリング研究会に委託いた

しまして、産業カウンセラーによる面談を実施した委託料でございます。その下の黒ポツ、職員健康診断等委託

料８３８万円余につきましては、循環器系健診・がん健診につきましては長野県健康づくり事業団に、また、ヘ

ルススクリーニング健診につきましては、ＪＡ長野厚生連に委託して実施した委託料でございます。その下の黒

ポツ、ストレスチェック調査分析業務委託料９５万円余につきましては、決算説明資料の４２ページもあわせて

ごらんをいただきたいと思います。自分のストレスの状況を調べますストレスチェック、これが、労働安全衛生

法の規定によりまして平成２７年１２月から年 1回の実施が義務づけられておりまして、本市におきましては２

回目の調査分析の委託料でございます。本市のストレスチェックの実施状況でございますが、昨年１０月に実施
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いたしまして、対象となります９９７人のうち約９２％の９２１人が受検をいたしました。また、部署別の分析

もあわせて行ったところでございます。その結果、高ストレス者５７人という結果でございました。なお、高ス

トレス者につきましては、メンタルヘルスカウンセリングを受けるように促しまして、必要に応じ、産業医の面

談も受けられる旨の案内をしたところでございます。このストレスチェックは高ストレス者の９人が受けまして、

産業医の面談はございませんでした。 

次に１４目職員研修費をお願いいたします。人材育成事業１，６２２万円余でございますが、こちらも決算説

明資料４３ページをごらんをいただきたいと思いますが、１つ目の黒ポツ、特別旅費７９１万円余につきまして

は、各種派遣研修にかかわる旅費でございまして、この中には県などへの派遣職員研修分も含まれております。

４つ下の黒ポツ、研修委託料４０３万円余でございますが、外部から講師を招聘いたしました研修会の委託料で

ございます。次の黒ポツ、職員採用試験事務委託料３２６万円余につきましては、教養と専門分野の筆記試験を

公益財団法人日本人事試験研究センターに、また、適性検査をアドバンテッジインサイトに事務委託した委託料

でございます。次の黒ポツ、会議出席負担金でございますが、３２６万円余につきましては、日本経営協会等専

門の研究機関へ派遣をした負担金等でございます。以上でございます。 

〇消防防災課長 続きまして１５目防災防犯諸経費１，３６９万円余の主なものについて御説明いたします。下

から２番目の黒ポツ、地域防災計画見直し業務委託料６６７万円余につきましては、平成２８年度に実施しまし

た防災アセスメント調査を基礎資料とし、その結果を地域防災計画に反映させ大幅な見直しをしたものです。主

な改正点は、被害想定、水防法・土砂災害防止法の一部改正に伴うもの、災害廃棄物対策の強化ほかとなってお

ります。次のページをお願いいたします。上から３つ目の黒ポツ、塩尻朝日防犯協会負担金２２０万円につきま

しては、地域防犯活動や子供の安全対策を推進する活動を行っております塩尻朝日防犯協会への本市の負担金で

ございます。２つ下の訓練交付金２３万円余は、地区または区ごとの防災訓練等に要した経費の２分の１、最大

２万円を交付したもので２０件分であります。その下の黒ポツ、資機材等補助金１１０万円余は、自衛消防隊や

自主防災組織への補助金１６件分であり、発電機、ヘルメット、法被、投光器、拡声器等資材等の購入費用でご

ざいます。 

次の白丸、防災施設・設備等整備事業３，７４８万円のうち、３つ目の黒ポツ、営繕修繕料４９５万円余につ

きましては、デジタル同報系の防災行政無線のバッテリー交換ほか修繕等の工事費でございます。下から３つ目

の黒ポツ、土砂災害危険度把握システム土中センサー設置工事５２７万円余につきましては、楢川地区の各区に

１カ所ずつ計３カ所に、土砂災害警戒区域内の山の斜面にセンサーを設置したものであり、土中の水分量を定期

的に直接測定してサーバーに集め、土砂災害の危険度を推定するものです。次の黒ポツ、全国瞬時警報システム

機器更新工事４１０万円余につきましては、設置から５年を経過しましたＪアラートの新型の受信機及び自動起

動機の更新工事を行ったものでございます。以上です。 

○選挙管理・監査・公平委員会事務局長 私のほうから１０２ページ、１０３ページをお願いいたします。 

１７目公平委員会費、公平委員会運営事務諸経費３３万円余についてでございますが、主なものにつきまして

は、１つ目の黒ポツ、公平委員会委員報酬３人分でございます。特に平成２９年度公平委員会のほうに措置の要

求及び不服の申し立て等はございませんでしたが、委員会３回開催延べ８人分ほか４件の研修会等の費用でござ
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います。以上でございます。 

〇税務課長 続きまして２項徴税費２目賦課徴収費をお願いいたします。１０３ページ、備考欄の白丸、賦課事

務諸経費２億５，６５９万円余について、主な内容を説明申し上げます。 

６つ目の印刷製本費１６０万円余は、市県民税の申告書を事業者に送付する特別徴収のしおりのほか、郵送用

封筒等の印刷代であります。６つ下の申告書郵送料２３４万円余は、確定申告等の共同発送や納税通知書の発送

に伴うものが例年のものでございます。２９年度につきましては、特殊事情で約６，０００件の特別徴収義務者

宛ての通知書に従業員のマイナンバーを印字した関係で、普通郵便ではなく簡易書留にて郵送する必要があった

ため、前年度より大きく増加しております。２つ下の軽自申告書取扱委託料１５８万円余は、異動があった車両

の情報提供を受ける地方公共団体情報システム機構への委託料と、長野県市長会へ委託している軽自動車登録情

報に関する電子データの作成委託料であります。次のパンチオペレート業務委託料４８１万円余は、企業等から

紙ベースで提出を受けた給与支払報告書、年金支払報告書、償却資産申告書のデータのパンチ入力委託料となっ

ております。次のｅＬＴＡＸ関連業務委託料３４０万円余は、地方税における手続き等についてインターネット

を利用して電子的に行うシステムであるｅＬＴＡＸを使いまして、法人市民税に関しては中間、確定、修正の各

申告書、個人住民税に関しては給与支払報告書及び特別徴収対象者の異動届の申請、公的年金支払報告書の受領、

固定資産税に関しては償却資産の申告書、また、税務署へ提出された確定申告書の情報につきましても、国税連

携機能により、取り込むことができるようなものとなっております。この一連の業務に対して本市の基幹システ

ムとの連携の運用管理をｅＬＴＡＸサポート事業者に委託したものでございます。次の納付書作成等業務委託料

８９７万円余は、市県民税、固定資産税、軽自動車税の納税通知書の作成に関して、専用紙の印刷から出力、封

入封緘までを委託したものであります。２つ下の税システム使用料３，１５２万円余は、税関連の基幹システム

の使用料となっております。一番下の家屋評価用パソコン使用料１５４万円余は、新築家屋等の評価を行ったデ

ータをもとに評価額を算出するシステムのハード及びソフトの使用料でございます。１０５ページをお願いいた

します。２つ目の市県民税申告課税業務支援システム使用料４５１万円余は、確定申告時における申告書の作成

を支援するシステムで、申告内容のチェックを行うと同時に、市県民税の課税にかかわるデータを蓄積するシス

テムのハード及びソフトの使用料となっております。２つ下の地方税電子化協議会負担金１２３万円余でござい

ます。地方税電子化協議会は、先ほど説明しましたｅＬＴＡＸの開発及び安定的な運営を目的として平成１５年

８月に設立された一般社団法人で、全国の全ての都道府県及び市町村が加入している団体であり、この団体の運

営等にかかる負担金として、本市に課せられたものであります。算出基準につきましては、人口、税収、納税義

務者数からとなっております。４つ下の市税還付金１億８，５４４万円余は、前年度以前の収入として処理され

た税金のうち、２８年度中に行われた法人市民税の確定申告に基づき、予定納税分が過大となった場合の還付、

また、国税である個人所得税及び法人税にかかわる更正請求に伴い波及を受けた個人市県民税及び法人市民税の

還付等であります。また、固定資産税に関しましては、所有権移転漏れ、償却資産の修正申告分と家屋の滅失漏

れ等の還付がございます。２９年度は特に法人市民税におきまして、１億６，４００万円を超える還付金があっ

たため大きく伸びております。その下の市税還付加算金２１３万円余は、さっきの市税還付金に対して地方税法

に基づき加算した加算金でございます。 
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次の白丸、固定資産評価替等対応事業３，２４３万円余は、平成２９年度の課税及び平成３０年度の評価替に

向け実施した各種調査資料作成の委託料と土地価格の鑑定のための委託料であります。備考欄の最初の評価替等

対応事業委託料２，９１６万円は、土地家屋経年異動更新、公図異動更新、土地地目判読調査、未特定家屋調査

等の委託料であります。前年度の２８年度は評価替に向けて航空写真撮影及び画像データ作成等を実施いたしま

したが、２９年度ではそれらを行わなかったために８３０万円ほどの減となっております。次の標準宅地不動産

鑑定委託料３２７万円余は、地価の下落状況を判断するために毎年実施する７月１日現在の市内標準宅地２２９

地点について、簡易鑑定を不動産鑑定士により行ったものであります。こちらも前年の２８年度においては、簡

易鑑定のほかに２９年１月１日現在の本鑑定も実施しており、２９年度はそれがなくなったために１，６７０万

円余の減となっております。私からは以上になります。 

○収納課長 同じく１０５ページ収納課関係につきまして、御説明をさせていただきます。備考欄上の２つ目の

白丸、徴収事務諸経費２，８４９万８，０００円余でございますが、主なものはそれから８個目の黒ポツ、口座

振替等手数料５５６万１，０００円余につきましては、市税の収納に当たって口座振替等手数料１件１０円、金

融機関の窓口払い納付書の支払手数料１件３０円、コンビニ収納委託料１件６０円に、消費税を加算した額を収

納課分として支払ったものでございます。５つ下の黒ポツ、滞納整理システム使用料８１０万７，０００円余は、

差し押さえ、取り立てなど、滞納処分にかかわる事務処理や分納計画、執行停止など滞納整理に特化したシステ

ムの使用料でございます。一番下から３つ上の黒ポツ、地方税滞納整理機構負担金３３９万６，０００円につき

ましては、大口困難案件の滞納処分を専門的に行う長野県地方税滞納整理機構へ、滞納事案を移管して徴収して

もらう負担金として支払ったものでございます。私からは以上です。 

○市民課長 続きまして、３項１目戸籍住民基本台帳費について主なものは、３つ目の白丸、戸籍住民基本台帳

事務諸経費６，２８７万円余のうち、次のページをお願いいたします。上から４つ目の黒ポツ、戸籍システム保

守委託料３３６万円余を初め、住基システム、戸籍システム、住基ネットワークシステムなどの保守委託料と使

用料などとなっております。上から６つ目の黒ポツ、住基システム業務委託料３５８万円余につきましては、住

民票やマイナンバーカードの氏名欄に、旧姓を併記するためのシステム回収にかかった費用でございます。旧姓

併記につきましては、結婚後も女性が通称として旧姓を使い続けやすくなるよう希望者の住民票やマイナンバー

カードに旧姓を記載できるようにするもので、国の施策によりまして行いますので、補助率１０分の１０で国庫

補助がありました。なお、平成２９年度の国の予算配分の範囲で行ったシステム改修でありまして、平成３０年

度も継続して行うこととなっておりますので、まだこの旧姓併記ができる状態ではございません。それから、本

市はマイナンバーカードを利用して全国のコンビニエンスストアで住民票の写し等が取得できるサービスを、本

年１月９日から開始いたしました。備考欄、上から８つ目の黒ポツのコンビニ交付委託料につきましては、証明

書１件当たり１１５円をコンビニエンスストアに支払ったものでございます。その下の黒ポツ、コンビニ交付シ

ステム導入委託料２，６３４万円余は、導入いたしました平成２９年度のみにかかる費用となっております。そ

の下の黒ポツ、コンビニ交付システム保守委託料１２３万円余は、１月から３月分の保守委託料３カ月分でござ

います。下から２つ目の黒ポツ、地方公共団体情報システム機構負担金６７万円余につきましては、コンビニ交

付の証明書交付センターにかかる負担金で、こちらも３カ月分となっております。なお、これらコンビニ交付シ
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ステムの導入と運用に要した費用の２分の１につきましては、導入から３年間特別交付税で手当てされるという

ことになっております。下から４つ目の黒ポツ、個人番号カード交付事業交付金は、個人番号カードの作成事務

等を法令に基づきまして、地方公共団体情報システム機構に委託をしておりまして、これに要した費用を同機構

に交付したもので、国から１０分の１０の補助金が交付されております。そのうち、最後の黒ポツの４９５万円

余につきましては、国が平成２８年度に予算措置をし、繰り越しをした分から払ったものです。先の２４万円余

が２９年の現年度分となっております。私からは以上です。 

○選挙管理・監査・公平委員会事務局長 続きまして、４項１目選挙管理委員会費でございます。備考欄２つ目

の白丸、委員会運営等事務費５７１万円余の主なものでございますが、１つ目の黒ポツ、選挙管理委員会委員報

酬４人の１２カ月分の報酬でございます。また、７つ目の黒ポツ、選挙システム使用料２８２万円余でございま

すが、これにつきましては期日前投票日のシステムの使用料でございますし、年４回の定時登録等に行っている

システムの使用料でございます。 

ページをおめくりをお願いいたします。１０８ページ、１０９ページでございます。４項２目選挙啓発費でご

ざいます。備考欄、選挙啓発事務費５３万円余でございますけれども、選挙に伴う各種啓発でございますが、１

つ目の黒ポツ、選挙ポスター表彰記念品代でございますが、これにつきましては小中学校から選挙に伴う啓発ポ

スターを作成していただき、またこれに伴い文化の日に、１１月の３日にそのポスターの表彰を行ったものでご

ざいますが、その記念品代でございます。また２つ目の消耗品につきましては、平成２８年から１８歳の方々が

選挙権を持つようになったわけですが、３年間啓発活動を行うということで、この中信４市、松本、大町、安曇

野、塩尻の４市で決めた高校生に、蛍光ペンで啓発を行うといったものを行っている消耗品代でございます。    

続きまして、３目財産区議会議員選挙費でございますけれども、備考欄２つ目、選挙事務所経費でございます

けれども、これにつきましては、７月２６日任期満了に伴います洗馬財産区議会議員７人分の選挙でございます

が、７月２日の告示を行ったところ、選挙を行うべき７人に対して７人の立候補でございましたので、無投票と

いうことで洗馬財産区の選挙を行ったものでございます。 

続きまして、４目衆議院議員選挙費でございます。備考欄３つ目の白丸、選挙事務諸経費が主なものでござい

ます。１，３６７万円余でございますけれども、これにつきましては昨年の１０月１０日告示、１０月２２日執

行の衆議院議員の総選挙でございました。投票率につきましては、塩尻市は５７％という投票率でございました。

主な支出でございますが、１１番目の黒ポツ、郵便料でございますが、１５２万円余でございますが、これにつ

きましては入場券の発送に伴う郵便料でございます。その下４つ目の１５番目の黒ポツ、ポスター掲示場設置委

託料でございますが、６区画２６２カ所ということで設置をしたものでございます。また一番最後の黒ポツ、備

品購入費でございますが、これにつきましては最高裁判所裁判官国民審査に使うための投票用紙読取分類機１台

を購入したものでございます。私からは以上です。 

〇企画課長 では続きまして、５項統計調査費１目統計調査総務費になりますが、おめくりをいただきまして１

１０ページ、１１１ページをお願いいたします。備考欄の白丸、統計調査諸経費４２万円余につきましては、４

つ目の黒ポツ、印刷製本費２８万３，５００円につきましては、統計書であります統計しおじりの発行経費とな

っております。 
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続いて、２目基幹統計調査費になりますが、備考欄の白丸、基幹統計調査諸経費２１１万円余につきましては、

学校基本調査、工業統計調査、就業構造基本調査及び本年１０月１日を基準日といたします住宅土地統計調査の

単位区を設定するための実地調査にかかります調査員報酬、臨時職員賃金などとなっております。なお、こちら

につきましては国の統計交付金が充当されております。私からは以上です。 

〇選挙管理・監査・公平委員会事務局長 続きまして、６項１目監査委員費でございます。備考欄２つ目の白丸、

監査事務諸経費でございますが、４３１万円余でございます。主なものにつきましては一番上の黒ポツ、監査委

員報酬３人分の報酬が主なものでございます。これにつきましては、毎月１回の例月出納検査、また決算審査、

定期監査、随時監査等、財産区等の決算審査等を行っているものの報酬でございます。私のほうからは以上です。 

○市民課長 ページが飛びますが１２６、１２７ページをお願いいたします。社会福祉費の８目国民健康保険総

務費では、備考欄３つ目の白丸、国民健康保険事業特別会計操出金は、保険基盤安定拠出金の保険税軽減分１億

８，５５３万円余を初め、法の規定によりまして合計で４億１，１０５万円余を繰り出しをいたしました。 

次の９目後期高齢者医療運営費では、備考欄１つ目の白丸、後期高齢者医療広域連合負担金は、事務費と医療

費にかかる負担金で５億９，５７２万円余を支出いたしました。次の白丸、後期高齢者医療特別会計操出金は、

事務費と保険料軽減分で１億４，３０２万円余を繰り出したものとなっております。 

ページが飛びますが、次に１４２ページ、１４３ページをお願いいたします。４項１目の国民年金事務費２，

４８８万円余につきましては、法定受託事務としての人件費と事務諸経費になります。説明は以上です。 

○委員長 それでは、説明を受けた１４３ページまでの質疑を行います。委員の皆さんから質問はありませんか。 

○古畑秀夫委員 ９３ページのこの特殊詐欺というか被害で、警察と連携して電話被害の防止機器５０台を設置

したということですが、これ、希望者にやったということなのか、これ以上希望されている方というのは現実に

は、いるのかどうか。 

○市民課長 この機器につきましては広報等でお知らせをしておりますし、また、各地区に出前講座等に行って

いる際にもそういった御案内をしております。その中で対象となる方につきましては、６５歳以上の人のみで構

成する世帯を基本に、貸し出しが必要な方ということで、基本なものですから、この辺は判断が必要になります

けれども、申し込みは塩尻警察署にしていただきます。警察署のほうの御判断で設置するかしないかといったこ

とになっておりまして、この５０台につきましては、今のところ足りなかったということはなく、ほぼほぼ御希

望どおりについているといった状況でございます。 

○古畑秀夫委員 これは、そのままずっとつけっ放しで借りておくということになるわけですかね。 

○市民課長 耐用年数的にどうなのかというのもありますけれども、貸し出したものについてはずっと使ってい

ただいていて結構でございます。必要のなくなったときにはお返しいただくといった要項になっておりまして、

若干返ってきた台数もあるというふうに警察のほう、部署のほうから報告を受けております。 

○古畑秀夫委員 特殊詐欺の被害とか、変な電話がかかってきたとかというようなことで、いろいろ防災無線等

でも知らせているわけですが、この特殊詐欺の被害状況というのは塩尻市内どのくらいとかというのは、ある程

度わかるわけでしょうか。 

○市民課長 これが集計が、警察署の集計になりますので、年度でなくて歴年になります。平成２９年におきま
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しては、長野県全体で２２２件、被害額が２億７，７０２万円余といったことで県の集計がとれております。塩

尻警察署管内では、平成２９年が１０件、６７１万円余の被害額となっております。ちなみに、２８年が７件で

１，５７４万円余といったことですので、２９年度は減っているといった状況でございます。 

○委員長 よろしいですか。ほかにございますか。 

○副委員長 ９９ページ、土砂災害の危険度把握システムの土中設置ということを先ほど伺ったんですけど、実

際に楢川地区などでかなり大きな降雨量で被害があった部分があるわけですけど、これ、効果はどうだったんで

しょう。 

○危機管理課長 去年設置しまして、今、それに伴って検証しているところでございますけれども、先ほどの大

雨のときですけれども、こちらに警報がくるようなところまでは中の状態は至っていなくて、グラフで見られる

ものですから、それを見ますと六十、七十パーセント程度の量だったのかなという感じはしています。以上です。 

○委員長 ほかに。 

○西條富雄委員 ちょっと戻ります。ストレスチェックのことで、９７ページ。説明資料の中に、受検者が９２．

３％ということですが、残りの人はその後ストレスチェックしていただいたのか、あるいは受けなくてもよかっ

たのか、その辺ちょっとお伺いします。 

〇人事課長 ストレスチェックにつきましては、強制ではないという面がございまして、２９年度はこのままの

状態で経過しております。なお、３０年度も引き続き３回目をやる予定でございますので、なるべくといいます

か、受けていただくようなＰＲを重ねてまいりたいと考えております。以上です。 

○西條富雄委員 プライバシーにかかわりますので、余り深いことを聞きたくない中で、ストレスチェック受け

る方は一般職が多いのか課長職以上が多いのか、その辺プライバシーに関わりますので、お願いします。わかり

ましたら教えてください。 

〇人事課長 このストレスチェックの関係を担当している職員が人事課に一人おりますが、それ以外のものは実

は知ることができないような状態になっております。これは法の規定で、例えば私ども人事権を持っているもの

には、知ることによって余計なことをしてしまうというようなこともあるようでございます。そういった弊害を

避けるために担当者のみが知るところでございまして、その数字もし必要であれば担当職員から聞いてまいりま

すが、よろしゅうございますか。 

○西條富雄委員 いいです。 

〇人事課長 申しわけございません。なお、嘱託員に面談をするときには、私どものほうにも通知していいとい

うようになっておりますので、そこだけは私ども知るところでございます。以上です。 

○西條富雄委員 もしわかるようでしたら、管理職が多いのか一般職が多いのかぐらいの答弁でいいですので、

またわかりましたら教えてください。 

〇人事課長 少し時間頂戴して調べてまいりますのでお待ちください。 

○委員長 ほかにありますか。 

○古畑秀夫委員 今の関連で、全然明らかにしないということだと、本人にこういうストレスというか、かかっ

ているからストレス発散するような何かをしろというようなことを、アドバイスするためにやっているという理
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解でいいわけ。どういうためにやっているのか。 

〇人事課長 このストレスチェックにつきましては、自分のストレス度、ストレスがあるかどうかということに

つきまして検査をするような内容でございます。このストレスチェックの結果、高ストレスという判断を、全て

の受検者には結果が実はまいります。その中で、高ストレスという判断された者にも高ストレスだというような

案内がまいりますので、その中には、私、どのようなことが書いてあるかわからないんですけれども、職員から

はカウンセリング受けなさいというような内容で案内をしているところでございます。以上です。 

○西條富雄委員 １０３ページの下から７つ目くらいの黒ポツ、パンチオペレート業務委託料４８１万円云々と

ありますが、ほかのところではｅＬＴＡＸだとか、それから、いわゆるＡＩ化、ＩＴ化進んでいる中で、いわゆ

る企業から来るデータを打ち込まなければいけないんですが、その辺今後、いわゆる５００万円ほどかかってい

るところを削減するために、そういったインターネットを使ったりして報告もらえれば打ち込みも楽だと思うん

ですが、それについて将来的なところ考えがあるかどうかお聞かせください。 

〇税務課長 確かにインターネット経由して給与支払報告書等を出していただいております。そういった関係に

つきまして、これからも特別徴収義務者宛てにいろいろお願いをしておりますので、そういった部分でふえてい

く、逆に、パンチオペレート業務は少しずつ減っていくということを目指してやっていきたいというふうに思っ

ております。以上です。 

○西條富雄委員 わかりました。 

○委員長 よろしいですか。ほかに。 

○副委員長 １０７ページ。住民票等のコンビニ交付について、決算説明書のほうでは、確か１６０件というふ

うに書いてあったと思うんですけれども、これ、かなり高額になっていますが、１６０件に対して２，６００万

円なのか、あるいは常時これからもずっとかかり続けるのか、そこら辺のところ教えてください。 

○市民課長 コンビニ交付システム導入委託料２，６００万円余につきましては、これは導入しました平成２９

年度のみの費用となっておりまして、こちらにつきましては特別交付税で２分の１手当されるといったところで

ございます。ほかの説明の中で３カ月分ですよといった説明をさせていただいたものについては、３０年度から

１２カ月分でかかってまいります。決算説明資料にコンビニ交付の２３ページでございますけれども、各証明書

の年間トータルとコンビニ交付、括弧書きで表示してございまして１６３件ということでございますが、これが

１月９日からの分なものですから、今後ふえていくといったことで見込んでおりますが、費用対効果ということ

であれば、こちらの効果的には経費のほうはかかっているかなというふうにどうしても見えてしまいますが、市

民の利便性は向上するというふうに考えております。 

○委員長 よろしいですか。ほかに。 

○西條富雄委員 １０９ページ、選挙関係で、選挙啓発費につきまして、投票率アップのためにいろいろな啓発

活動をしていかなければいけないんですけれども、それに対してのこの予算は、これ、足りているのかもっと予

算上げてほしいのか、その辺のお考えお伺いします。 

○選挙管理・監査・公平委員会事務局長 選挙の啓発につきましては、特に１８歳になった２８年から、さらに

低年齢の方々に啓発は進めていかなければならないと思ってはおりますが、その都度選挙において分析をいたし
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まして、各地区ごと、各年代ごと等において、どのような形で推進していけばいいのかきっちり分析した結果で、

ここのところの予算で、また各年度で対応させていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○西條富雄委員 ぜひ投票率アップに、また皆さんで協力していきたいと思います。よろしくお願いします。以

上、要望です。 

○委員長 ほかにありますか。ほかに。よろしいですか。 

 それでは、１４３ページまでは以上で終了といたします。ここで午後１時１０分まで休息といたします。 

午後０時０３分 休憩 

―――――――――― 

午後１時０６分 再開 

○委員長 休憩を解いて再開をいたします。 

○人事課長 午前中、西條委員からの御質問でございまして、ストレスチェックの受診率、このことについてお

答えができませんでしたので、お答えをさせていただきます。管理職の受診率は８７．４％、一般職は９２．９％

でございまして、管理職のほうが受診率は低うございます。なお、管理職の未受診者は１２人おります。以上で

ございます。 

○委員長 それでは、次に移ります。 

 歳出４款衛生費１項５目環境衛生費１５０ページから３項上水道費１６３ページまで、９款消防費２０６ペー

ジから２１１ページまで、１２款公債費、１３款予備費２６４ページから２６７ページまで、財産に関する調書

３７１ページからの説明を求めます。 

○生活環境課長 それでは私から、歳出の１５１ページ、５目環境衛生費から主な内容について御説明申し上げ

ます。なお、主要事業の取り組み内容、成果につきましては、別添の決算説明資料の７０ページからとなります

ので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、右側の備考欄の上から４つ目の丸、花による美しい環境づくり事業１９５万円余りでございますけ

れども、各区及び公共施設の花壇に花苗８種類４万９，０００本余りを配付したものでございます。 

その下の丸、「クリーン塩尻」推進事業７３万円余りでございますが、エコ・ウォーク大作戦が主なものでござ

います。昨年は６月末に実施しておりまして、歩いての清掃活動にあわせて身の回りに生息している外来植物、

特にヒメジョオンやオオキンケイギク等の植物を知ってもらいながら駆除する活動を行いました。その下の黒ポ

ツ、「クリーン塩尻」推進連絡会議補助金２９万円余りでございますが、この団体に交付した補助金でございます。

この推進連絡会議では、「クリーン塩尻」パートナー制度、いわゆるアダプト制度を運用して活動を展開する市民

団体や企業の加入促進をしており、前年度より２団体ふえ、本年の３月までに４６団体が登録されております。 

次の丸、廃棄物不法投棄防止対策事業８１７万円余りでございますが、不法投棄されました廃棄物の処理、処

分、道路等で事故に遭った犬猫等の死骸やポイ捨て等のごみの処理にかかわった経費でございます。これにより

まして、不法投棄の防止を一層進めているものでございます。具体的には、道路、河川、山等の定期的なパトロ

ールを実施しておりまして、国道沿線等のポイ捨ての回収をシルバー人材センターに、河川や山麓等の不法投棄
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の回収をＮＰＯ法人に委託をしまして、不法投棄やポイ捨て等がされにくいきれいな環境づくりを維持している

ものでございます。昨年度は可燃ごみ、資源物、不燃物、廃家電のいずれも前年度より増加となっています。投

棄される場所は人目のつかない山間地の道路沿いや河川沿いなどに投棄される傾向にあります。また、この事業

では不法投棄の常習箇所等に監視カメラを設置しまして、そこに映ったものがあれば、また、投棄物の内容物か

ら所有者が特定できましたら、塩尻警察署に通報しまして、不法投棄の犯罪防止に努めているところであります。 

次の丸、公衆衛生施設管理等事業３４万円余りでございますが、市内の公衆トイレに係る事業でございます。

当課の所管する公衆トイレは、大門一番町の末広観音公園内と町区のヤマニ酒店の２カ所でございます。 

次のページ、１５２、１５３ページをお願いいたします。上から２つ目の丸、地区衛生推進事業９４２万円余

りでございますが、春、秋の一斉清掃などの地区清掃活動、また、ごみステーションの管理等に対する支援対策

事業でございます。最初の黒ポツ、衛生部長謝礼２５８万円余りでございますけれども、各区の衛生部長６６人

に対しまして支出したものでございます。４つ目の黒ポツ、環境衛生活動委託料５２４万円余りでございますけ

れども、ごみの分別やごみステーションの管理などの指導、各種環境衛生に係るチラシや文書の配布に対する経

費として、地区衛生協議会を通じまして、各区等に委託料として支払ったものでございます。 

次の丸、空き家対策事業につきましては、住宅建築課の移管になっております。 

次の丸、公害防止対策事業３６２万円余りでございますけれども、国道、県道沿線の騒音の調査、市内の大気

汚染、河川、湖沼の水質等を定期的にモニタリング調査をしているものでございます。これらの数値の変化を把

握いたしまして、大きな変動があった場合、原因の究明、また必要な対策を施しているものでございます。 

次の丸、自然環境保全事業５０万円余りでございますけれども、３つ目の黒ポツ、自然保護・調査パトロール

委託料は、市、自然保護ボランティアに委託をしまして、高ボッチ管理棟５月から１１月までの管理及び市内の

貴重動植物の現況把握調査など自然保護地域を中心にパトロールを行い、自然環境の保全を図っております。 

次の丸、環境教育推進事業３１３万円余りでございます。主なものは、しおじりｅ－Ｌｉｆｅ Ｆａｉｒなど

の環境イベントを初めとして、環境学習の発表会、訪問出前講座などのほか、地球温暖化防止やごみ減量などに

ついて地区説明会もあわせて行っているものでございます。次のページ、１５４、１５５ページをお願いいたし

ます。最初の黒ポツ、しおじりｅ－Ｌｉｆｅ負担金は、市民有志の実行委員会によりまして、環境、生活、健康、

食をテーマに行ったものでございます。本年度は９月９日の日曜日に市立体育館で行う予定でございます。 

次の丸、合併処理浄化槽設置事業につきましては水道事業部となります。 

次の丸、環境管理システム推進事業５７万円余りでございます。３つ目の黒ポツ、審査登録・支援業務委託料

４８万円余りは、市の５８施設のＩＳＯ１４００１の取り組みに係る経費であり、定期審査に係る経費でござい

ます。 

次の丸、高ボッチ高原自然環境保全事業２０１万円余りでございます。５つ目の黒ポツ、高ボッチ高原植栽管

理業務委託１３８万円余りは、高ボッチ高原を以前の草原状態に戻すため、自然保護センター北側の斜面に生え

ておりますズミ等の低木を伐採しました。 

次の丸、地下水・湧水等水環境調査事業９５万円余りでございますが、市内の地下水の水質状況を把握するた

め、毎年３カ所程度の検査を行っています。また、地下水位連続観察業務としまして、中央スポーツ公園の深井



26 

 

戸を市の代表観測地として調査をしております。 

次の丸、環境計画推進事業１１万円余りでございますけれども、本市の環境分野のさまざまな環境問題を捉え、

対処するために環境基本計画があります。３年ごとに施策や目標値を見直しを図ることになっておりまして、昨

年度第五次総合計画の中期計画の整合を図りながら平成３０年度からの計画を見直しをいたしました。 

次の丸、再生可能エネルギー利用促進事業６１１万円余りでございますけれども、この事業は二酸化炭素の発

生抑制のため、木質バイオマスエネルギーの普及促進を図ろうとしているものでございます。その中で薪ストー

ブ及びペレットストーブ等の設置とペレット燃料に対します補助金の交付を行っているものでございます。なお、

この事業につきましては、森林課のほうへことしから所管替えをしております。 

次の丸、省資源・省エネルギー促進事業５３万円余りでございますが、家庭用蓄電池等の普及を進めてきてお

ります。特に家庭用蓄電池につきましては、新築住宅で太陽光発電とセットで、また、電気料の計測などいろい

ろな機能として使えますＨＥＭＳにつきましては、新築、既存住宅にかかわらず太陽光発電設備とのセットでの

設置する家庭が多くなってきています。 

次のページ、１５６、１５７ページをお願いいたします。斎場施設維持整備費２２８万円余りでございます。

主なものは最初の黒ポツ、営繕修繕料、火葬台車１台の入れかえ工事を行っております。 

次の丸、霊園管理諸経費１，５４４万円余りでございますが、下から３番目の黒ポツ、霊園整備工事ですけれ

ども、階段の手すりを固定式への修繕工事を行いました。次の次の黒ポツ、永代使用料還付金は、霊園内の聖地

使用者に合葬墓への切りかえを促しましたところ、全体の６６件の返還中４３件が合葬墓に移り、聖地の残数を

ふやすことができまして、聖地の有効活用が図られました。 

次の丸、し尿処理施設管理費につきましては、水道事業部となります。 

１５９ページをお願いします。上から３つ目の丸、ごみ処理負担金３億９４万円余りでございます。塩尻市、

松本市、山形村、朝日村を構成市村といたしました松塩地区広域施設組合に支払った可燃ごみの処理及び朝日村

の最終処分場等の運営管理にかかる負担金でございます。ごみの現状ですけれども、事業系のごみにつきまして

は前年度比で１．５６％の増加、家庭系のごみにつきましては１．７％の微減ではありますけれども、全体では

年々減少している状況でございます。 

次の丸、廃棄物等収集運搬処理事業１億３，１００万円余りにつきましては、可燃物、埋め立てごみ、有害ご

み、剪定木等の収集運搬に係る経費となってございます。次のページ、１６０、１６１ページをお願いいたしま

す。２番目の黒ポツ、廃棄物破砕処理委託料２，４８９万円余りでございますけれども、収集されました埋め立

てごみの破砕処理、また、塩尻クリーンセンターで現在受け入れしております木製家具、布団、こういったもの

の破砕処理を前田産業株式会社のほうに委託をしているものでございます。なお、ごみ中継施設塩尻クリーンセ

ンターは昨年度１０月末に完成をしまして、１１月１日から塩尻、朝日村の住民が直接持ち込める一般廃棄物の

受け入れ業務を開始をしてございます。 

次の丸、資源リサイクル推進事業１億６，０１５万円余りでございますけれども、この事業は、一般家庭のプ

ラスチック製容器包装品、瓶、ペットボトル、紙類、古布類、金属類、生ごみ等の収集運搬を処理する経費と、

ごみを分別しまして燃えるごみや埋め立てごみを減らし、資源として有効活用することを促進するための補助金
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の交付などを行っているものでございます。５つ目の黒ポツ、焼却灰資源化等委託料２，８３０万円余りでござ

いますけれども、これは松本クリーンセンターから排出されます飛灰の一部を資源化しておりまして、昨年度は

９０３トン余りを土木用資材として資源化したものでございます。次のページ、１６２、１６３ページをお願い

いたします。一番上の黒ポツ、事業系生ごみ削減推進事業補助金は、事業系のごみ減量として、大型食品量販店

等から排出されます調理残渣や売れ残り生ごみの堆肥化により、ごみの減量を促すため、生ごみ堆肥化にかかる

処理料金と松塩地区広域施設組合の可燃ごみ処理料金の差額を交付する補助金であります。平成２９年度は、３

店舗で９５トン余りが生ごみの資源化となりました。私からは以上です。 

◯消防防災課長 少し飛びますけれども、２０６、２０７ページをお願いいたします。９款１項１目の常備消防

費。最初の白丸、広域消防負担金５億９，４７６万円余のうち、松本広域連合消防費負担金５億８，５６２万円

余は、常備消防を運営するための本市分の負担金でございます。内訳は、消防費負担金５億７，７６２万円余と

消防主任として広域消防から本市に派遣されております職員１名の人件費でございます。その下の黒ポツ、松本

広域連合負担金（高速救急業務）６２０万円余につきましては、高速道路上の救急業務にかかわる経費として、

中日本高速道路株式会社から本市に支払われた支弁金の全額を、そのまま松本広域連合に支出したものでござい

ます。その下の黒ポツ、ヘリコプター運航協議会負担金１２２万円余につきましては、当市の長野県消防防災ヘ

リコプター運航協議会の負担分であり、基準財政需要額割と人口割から算出されております。次の黒ポツ、木曽

広域連合負担金２３万円余は、木曽広域の消防庁舎建設などの起債償還分でございます。２９年度で終了となっ

ております。次の黒ポツ、消防賞じゅつ金等特別負担金につきましては、特別交付税として国から交付されまし

た１４６万円をそのまま松本広域連合に支出したものでございます。 

次、２目の非常備消防費をお願いいたします。最初の白丸、団員等公務災害補償費５０３万円余につきまして

は、遺族年金とけが等の治療費の支払いでございます。 

一番下の白丸、消防団諸経費９，８４６万円余のうち、１つ目の黒ポツ、２，１０６万円余につきましては、

８７０名分の団員報酬であります。一般団員で年２万円、分団長で年９万２，５００円となっております。次の

ページをお願いいたします。最初の黒ポツ、消防団員退職報償金２，２２５万円余につきましては、５年以上勤

務し退職した団員７２人に対し、その団員の階級及び勤務年数に応じて退職報償金を支給したものでございます。

一般団員で５年以上勤務した場合は２０万円、３０年以上勤務した場合は６８万９，０００円になります。１０

個下の黒ポツ、被服費４８０万円余につきましては、消防団のはっぴ、ズボン、活動服、安全靴等の購入費でご

ざいます。６つ下の黒ポツ、備品購入費５３９万円余は、器具箱、消防用ポンプホース、消火栓ホース、ラッパ

等を購入したものでございます。２つ下の黒ポツ、消防団員退職報償金負担金１，６７０万円余は、団員の退職

報償金の給付のための消防基金への掛金でございまして、一人当たり１万９，２００円の８７０人分であります。

１つ飛びまして、公務災害補償費負担金１８８万円余につきましては、公務中に負傷した消防団員、消化活動等

に協力し負傷した市民などに支払う補償のための掛金でございます。その３つ下の黒ポツ、消防団運営交付金１，

２５５万円余は、消防団本部、分団及び各部の運営のため、団員数、世帯数、車両割等に応じて交付したもので

す。その下の黒ポツ、災害出動交付金２２９万円余につきましては、火災、行方不明者の捜索、水防活動等に２

４件出動しました交付金です。その下の黒ポツ、大会出場交付金１８１万円は、松本消防協会ポンプ操法・ラッ
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パ吹奏大会に出場した５チームと、県消防協会ポンプ操法大会に出場しました１チームの交付金であります。 

続きまして、３目消防施設費をお願いいたします。最初の白丸、消防施設整備費４，７９３万円余のうち２つ

目の黒ポツ、整備工事５９１万円余は、防火貯水槽の改修やホースタワーの設置、改修工事を実施したものであ

ります。その下の黒ポツ、備品購入費２，４２０万円余は、楢川分団第２部のポンプ車１台と、広丘分団３部、

北小野分団１部、洗馬分団４部に各１台、小型動力ポンプを購入したものでございます。一番下の黒ポツ、消火

栓新設改良負担金１，４６３万円余は、地元要望等により設置、移設した１１件分の消火栓の工事負担金であり

ます。私からは以上でございます。 

○財政課長 またページが飛びますけども、２６４、２６５ページをお願いいたします。２６４、２６５ページ

になります。一番下になります１２款の公債費でございますけれども、こちらのほうは元金の償還金が２７億７，

０００万円余り。次のページになりますけれども、利子の償還金が１億９，０００万円余りということで、市債

の償還分でございます。 

１３款の予備費については、執行はございませんでした。 

歳出は以上で、次、財産に関する調書になりますので、またページ飛びますけども、３７１、３７２ページを

お願いいたします。３７１ページになります。こちらが公有財産の土地と建物となっております。こちらは施設

区分ごとの記載となっております。恐れ入りますが、決算説明資料の１１２ページ、１１３ページのほうに内訳

がございますので、ごらんをいただきたいと思います。 

決算説明資料の１１２ページでございますが、土地建物の区分につきましては、こちらの表にありますような

施設をそれぞれの区分として決算書のほうに記載してあるものでございます。 

また、１１３ページのほうに、２９年度中に増減があった施設を記載してございます。主な増減を説明をさせ

ていただきます。市営住宅（宮下）でございますけれども、こちらは県から譲渡を受けたことにより土地建物が

増となっております。また、北部地域拠点施設用地、広丘公民館、広丘公民館分室の３件につきましては、広丘

支所・広丘公民館の旧勤労青少年ホームへの移転、それから旧広丘支所公民館の解体、新しく建つ予定の北部交

流センター用地の取得等によりまして財産上は３つの分類になっておりますけども、それぞれ土地建物に増減が

あったものでございます。それから新体育館用地につきましては、用地取得により増となっております。また、

両小野国保病院組合所有地というのがありますけれども、こちらは病院組合の解散に伴いまして、土地につきま

して辰野町と共有としたために増となっております。 

それでは、決算書の３７３ページにお戻りいただきたいと思います。３７３ページが山林の調書になっており

ます。土地の減につきましては、説明資料のほうにもありました山林の分でございます。また、立木の推定蓄積

量につきましては、例年計算しておりますけども、木の成長率を年３．１％として森林課のほうで推計しており

まして、それから間伐分を差し引いたもので増分となってございます。 

次の３７４ページをごらんください。こちらは出資による権利ということでございます。決算年度中、２９年

度中の増減は、一番下になります一般社団法人塩尻市森林公社への出捐金５００万円の増ということでございま

す。私からは以上です。 

○会計管理者 私からは決算書３７５ページの物品について御説明申し上げます。 
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３７５ページ、２９年度中の取得、寄附、処分等のあった物品を増減をいたしまして、決算年度末残高を記載

してございます。表の一番下、一番右側の欄、決算年度末現在高は５１１点でございます。年度中に増減のあり

ました主な物品でございますが、上から机・棚台類は２点の増加となりました。文化会館の２８年度の照明設備

等の大規模更新によりまして、専用卓２台を登録いたしました。事務用器具類は、投票用紙読取分類機１点の増

加。減少分は、生活保護システム等のサーバー類、ソフトウェア６点を処分しました。差し引き５台の減少です。

電気機器類は、防災行政無線運用管理パソコン 1台を処分いたしました。音響照明機器類は、文化会館の２８年

度の照明設備等の大規模更新によりまして２３台を登録いたしました。装飾器具・標本類は、１８点の増加でご

ざいます。２９年６月に塩尻市出身の日本画家、滝川照子さんから寄附をいただきました絵画の１５点。文化会

館の２８年度設備工事等によりまして仮設花道が１台、橋掛かり欄干が１台、それからレザンホールエントラン

スホールの絵画「郷愁」１点が落ちておりましたので追加登録をいたしました。厨房器具類は、東小学校、西小

学校、桔梗小学校へ食器・食缶消毒保管庫４点、牛乳保冷庫１点、コンベクションオーブン２点、合計７点を設

置をいたしました。また、古い保管庫等５点を処分をし、差し引き２台の増加でございます。消防防災器具類は、

消防ポンプ１台を処分をし、新規に消防ポンプ３台を購入しました。差し引き２台の増加です。車両類は、減少

となったものはマイクロバス１台、消防ポンプ自動車１台、乗用自動車９台、小坂田公園ゴーカートが２台、コ

ンバイン１台の合計１４台が減少。増加となったものは、消防ポンプ自動車１台を購入、乗用自動車５台を購入、

ゴーカート１台を購入、スクールバス１台を寄附受納、消防指令車１台を寄附受納、合計９台が増加をし、差し

引き５台の減少でございます。工作・工事測量用機器類は、凍結防止剤散布機４台を処分をし、１台を購入しま

した。差し引き３台の減少です。医療機器類は、心電計１台、超音波診断装置１台を処分をいたしました。映像・

音楽機器類は、文化会館の２８年度の大規模更新によりまして、セキュリティネットワークカメラの装置２式が

増加となりました。教育器具類は、片丘小学校の子供自転車大会機器 1台を処分いたしました。雑具類ですが、

文化会館の２８年度の設備更新等によりまして、エントランスホールの掲示台１台が増加となりました。 

なお、２９年度の決算で重要物品の増減が多かったわけでございますが、２９年度中に備品台帳の適正化を目

的に、大規模改修を行いました。それが理由が１つです。もう１つは、文化会館の２８年度の照明設備等の大規

模更新工事によりまして備品類に該当するものがあり、登録件数が多かったためでございます。今年度も引き続

き調査を実施をしまして、備品を適正に把握したいと考えております。会計課からは以上でございます。 

○財政課長 それではその次のページ、お願いいたします。こちらのページは債権となっております。奨学資金

貸付金につきましては、年度中の貸付金と返済金の差額ということで３８９万円余、増加をしております。 

次のページをお願いいたします。基金の内訳となっております。決算年度中の増減高と年度末現在高の明細に

なりますが、一番上に財政調整基金ありますけれども１億６，５００万円余減になっておりまして、３６億３，

７００万円余というようなことでございまして、以下、それぞれの基金の状況でございます。なお、決算説明資

料の２９ページに基金の運用状況がありますので、そちらのほうもあわせて御確認をいただきたいと思います。

説明は以上になります。 

○委員長 それでは、説明を受けました３７７ページまでの質疑を行います。委員の皆さんから質問はあります

か。 
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○西條富雄委員 ２０９ページ、真ん中、公務災害補償費負担金１８８万円余で、公務災害に遭った人の人数が、

わかったら教えてください。 

○危機管理課長 今、手持ち資料がありませんので、後ほど御報告いたします。 

○委員長 後ほどということで。ほかにございませんか。 

○村田茂之委員 １５５ページの省資源・省エネルギー促進事業なんですけども、家庭用蓄電池とかＨＥＭＳっ

て言うんですか、ありました。これはどんなような事業なのか、事業の概要について教えてください。 

○生活環境課長 省資源・省エネルギー促進事業につきましては、家庭用の蓄電池ということで、太陽光の発電

と一緒にセットするものが多くて、今現在、太陽光売電するよりも、単価が大分下がってきておりますので、自

分でためて使うっていうところが普及をしてきまして、その普及、ためて使うに当たりまして蓄電池をセットす

るっていうのが大分ふえてきております。件数的には、まだ高額なもんですから、そんなにはふえてはいないも

んですけども、これから売電単価が減ってくれば、そういうふうに自分の家でためて使うっていう人がふえて、

今後ふえていくのではないかというふうに思っておるところでございます。 

○村田茂之委員 もう少し教えてほしいんですが。蓄電池の性能がすごく上がったっていうふうなニュースを聞

いたりするんですけども、大体どれくらいの大きさで、可搬性があるかどうかっていうことを知りたいんですけ

ど。 

○生活環境課長 今、出てきているものでは、コンパクト式な大きさのものでセットができるようなもの、価格

もいろいろありますが１００万円から２００万円ぐらいの間で販売されているものが多いんではないかというふ

うに思っております。 

○委員長 いいですか。ほかにございますか。 

○古畑秀夫委員 今の、その上の再生可能エネルギー利用促進事業の関係ですが、再生可能エネルギーの利用と

いうことで、今度、バイオマスの発電所も片丘のとこへできたりということで、森林の利用は進んではいるんで

すが、この市が取り組んでいる、特に、まきストーブは１７件あるわけですが、ペレットストーブなんか３件と

いうことで、なかなかこう見ますとあまり進んでいなくて、上伊那の森林組合からペレット燃料を買っているの

が現状だと思うんですけど、できればここで将来的には生産したいというようなことになると、もっと力入れて

いく必要があるような気がするんですが、この普及がなかなか進まない原因っていうのは、どのように把握して

おりますか。 

◯生活環境課長 昨年度につきましては、まきストーブが１７件、ペレット３件ということで、まきストーブの

ほうがかなり多いわけでございます。まきストーブにつきましては、やはり使う方が燃料とします木材を調達す

るのにかなり苦労をしているというようなことを聞いております。ですので、私どものほうとしましては、その

まきをできるだけいらなくなったようなところ、昨年度で言いますと東山霊園の雨氷被害の倒木がありましたの

で、その辺の木を玉切りにしてお配りをしたというような状況がございました。ペレットストーブにつきまして

は、今後まきストーブと同様に加工をする施設等が考えられ、上伊那のほうにもございますので、そういうよう

なところと業者のほうと連携をしながら、普及をさせていきたいなというふうには思っているところでございま

す。 
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◯古畑秀夫委員 現在、公的な施設へペレットストーブなりボイラーも入れていると思うんですけど、現在、台

数は学校とか、広丘のふれあいセンターにも入っているわけかね。ボイラーかな、台数わかりますかね。 

◯生活環境課長 木質バイオマスのペレットストーブを導入している公共施設ですけれども、保育園、小中学校

等で１０施設、それからバイオマスについては市役所の市民ホールと保育園、小中学校等で１０施設ということ

になっております。 

◯古畑委員 台数は。 

◯生活環境課長 台数までは済みません。あとで調べさせていただきます。 

◯委員長 よろしいですかね。ほかにありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

◯委員長 よろしいですか。 

〔「はい」の声あり〕 

◯委員長 それでは、歳出については以上で終了をいたします。１０分休んで、あとは休憩なしで終わりまでい

きます。１０分休憩をとります。 

午後１時４３分 休憩 

―――――――――― 

午後１時５２分 再開 

◯委員長 休憩を解いて再開をいたします。 

それでは、歳入全般について説明を求めます。 

○会計管理者 それでは、一般会計にかかわる歳入の主なものについて説明いたします。本会議での決算補足説

明と重複する箇所がございますが御了承ください。また、金額につきましては、１００円以下を切り捨て、１，

０００円単位で説明いたしますので、あらかじめ御了承いただきますようお願いいたします。決算書１４、１５

ページをお願いをいたします。なお、説明の中で前年度との比較金額と比率を申し上げますが、決算説明資料の

６ページに数字をお示ししてございますので、あわせて比較金額、比率等はごらんください。 

それでは、１４ページ１款市税収入済額は、１５ページの右から４つ目の欄、収入済額で一番上の９７億４６

９万７，０００円です。前年度比較１億５，３２２万９，０００円の減、前年度対比９８．４％でございます。

備考欄で、収納率は９６．９３％、前年度より０．２％増となりました。市税全体の不納欠損額の状況は、右か

ら３つ目の欄で、一番上の１，７０２万円、件数は１，５８７件を法令の規定に基づき処理をしております。詳

細は、決算説明資料の７ページに細かくお示ししてございますので、後ほどごらんください。市税全体の収入未

済額の状況は、右から２つ目の欄で、一番上の２億９，０４７万２，０００円となっております。 

 次に、主な税目について現年度課税分、滞納繰越分を合わせた額で説明いたします。１項市民税１目個人市民

税は、右から４つ目の収入済額の欄、３５億６，５１３万４，０００円で、収納率は９６．１５％、０．４％の

昨年度からの増となりました。 

２目法人市民税は収入済額６億７，５５２万６，０００円で、収納率は９９．２２％、前年度より０．３％減

となりました。 
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２項固定資産税は収入済額４４億７，２０４万８，０００円で、収納率９７．０１％、前年度より０．２７％

の増。 

３項軽自動車税は収入済額２億５４６万７，０００円で、収納率９５．２５％、前年度より０．６３％の増と

なりました。 

１６、１７ページをお願いします。４項市たばこ税は、収入済額４億１，５１７万５，０００円で収納率は１

００％です。 

２つ飛びまして、７項都市計画税は収入済額３億６，９０４万４，０００円で、収納率は９６．９３％、前年

度より０．２８％の増でございます。なお、決算説明資料の６ページに、年度別の比較表がございますので、後

ほどごらんをいただきたいと思います。 

次に、２款地方譲与税ですが、収入済額２億６，４１３万４，０００円で、前年度より５３万８，０００円の

減、前年度対比９９．８％です。内訳は、１６、１７ページの一番下、地方揮発油譲与税及び１８、１９ページ

にいきまして、２項自動車重量譲与税、３項航空機燃料譲与税でございます。それぞれの内容は、備考欄に記載

のとおりでございます。国税として徴収された税について、一定の基準により交付されるものでございます。 

１８ページ、３款利子割交付金の収入済額は１，５６２万３，０００円、前年度より６５３万８，０００円の

増、対比１７２．０％でございます。 

４款配当割交付金の収入済額は３，７３３万４，０００円、前年度より９４０万５，０００円の増、１３３．

７％でございます。５款株式等譲渡所得割交付金の収入済額は、４，０６０万５，０００円、前年度より２，４

３７万３，０００円の増、対比２５０．２％となりました。 

６款地方消費税交付金の収入済額は１２億７，０７９万９，０００円、前年度より５，４０２万円の増、対比

１０４．４％でございます。内訳は２１ページ備考欄の一番上をお願いいたします。地方消費税の２分の１の額

を市町村の人口及び従業員数で按分をし、国から県を経由をして交付されます。 

７款ゴルフ場利用交付税、８款自動車取得税交付税、９款地方特例交付金の収入済額は、お示しのとおりでご

ざいます。 

１０款地方交付税の収入済額は５１億４，３３８万８，０００円で、前年度より１億８５５万５，０００円の

減、対比９７．９％となりました。 

１１款交通安全対策特別交付金の収入済額は、１，２６７万１，０００円で、前年度より１６万１，０００円

の増、１０１．３％でございます。 

１２款分担金及び負担金は、特定の事業を利用する経費に充てるものでございます。収入済額４，０４８万４，

０００円で、前年度より５７４万８，０００円の減、８７．６％となりました。主なものは２２、２３ページを

ごらんください。２項１目民生費負担金１節社会福祉費負担金で２３ページの備考欄２つ目の黒ポツ、養護老人

施設入所者負担金１，０２８万６，０００円が主なものでございます。 

 ２節児童福祉費負担金備考欄、１つ目の黒ポツ、長時間保育等負担金１，６８７万９，０００円、３つ目の黒

ポツ、放課後児童クラブ利用者負担金１，０４２万９，０００円が主なものでございます。詳細につきましては、

決算説明資料１２ページに保育料等の収納実績表がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。 
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次に、１３款使用料及び手数料は、保育料及び各担当課で管理をしております公共施設等の使用料です。収入

済額６億８，３４２万１，０００円は、前年度より５，７１７万５，０００円の増、１０９．１％となりました。 

２４、２５ページをお願いします。増額な要因でございますが、３目衛生使用料の１節衛生使用料備考欄４つ

目の黒ポツで、新規に合葬墓使用料２，５４６万２，０００円が増額となったことが、主な要因でございます。

この使用料の詳細につきましては、決算説明資料の１２ページから２１ページに細かく説明をお示ししてありま

すので、後ほどごらんください。 

飛びまして、３０ページ、３１ページをお願いいたします。２項３目衛生手数料の２節清掃手数料ですが、右

から３つ目の欄で２，０４９万９，０００円の不納欠損を行いました。廃棄物処理手数料の滞納繰越分を、不納

欠損処理したものでございます。手数料の詳細は、やはり同じく決算説明資料１７ページ、２２ページ、２３ペ

ージに手数料の詳細がお示ししてございますので、後ほどごらんをください。 

次に、３２ページをお願いいたします。１４款国庫支出金です。収入済額は２７億６，４２６万９，０００円

で、前年度より３億１７７万円の減、対比９０．２％となりました。１項１目民生費国庫負担金中、１節社会福

祉費負担金の６億２，８９６万６，０００円で、前年度より２，２８２万３，０００円余の増、主な要因としま

しては、備考欄２つ目の黒ポツ、自立支援給付費負担金、それからその下３つ目の黒ポツ、障害児入所給付費負

担金の増額が主な要因でございます。一方減額となったものは、２節児童福祉費負担金８億８，８５７万９，０

００円は、昨年度より７４２万８，０００円の減。３節生活保護費負担金は、３億７，４０３万７，０００円の

収入済額に対し、昨年度より２５２万４，０００円の減となっております。 

次に、３４、３５ページをお願いします。２項１目総務費国庫補助金、収入済額１，４３６万９，０００円は、

前年度より２，１９４万９，０００円の減でございます。昨年度の地方創生加速化交付金がなくなったことが、

主な要因でございます。 

２目民生費国庫補助金中、１節社会福祉費補助金収入済額８，８０８万４，０００円は、前年度より２億５，

１６９万２，０００円の減です。主な要因は、昨年度の年金生活者等支援臨時福祉給付事業補助金の１億９，２

００万円がなくなったこと。それから、臨時福祉給付金等、給付事業の減額が主な理由でございます。 

次に、３６、３７ページをお願いします。５目農林水産事業国庫補助金は収入済額８，９６０万６，０００円

で、前年度より１，５８１万円の増額です。１節農業費補助金の１つ目の黒ポツ、農業農村整備事業補助金の増

が主な要因でございます。 

６目商工費国庫補助金は収入済額９，６０８万２，０００円で、前年度より４，３１０万３，０００円の増額。

３つ目の黒ポツの、地方創生拠点整備交付金の増が主な要因でございます。７目土木費国庫補助金、収入済額４

億７，６５１万９，０００円で、前年度より９，５２１万８，０００円の増です。１節道路橋梁費補助金及び２

節都市計画費補助金の増額が主な要因でございます。 

次に、３８、３９ページをお願いします。８目教育費国庫補助金は収入済額３，４９４万９，０００円で、前

年度より１億８，２８６万３，０００円の減となりました。１節小学校費補助金、２節中学校費補助金で、学校

施設環境改善交付金がなくなったこと及び５節社会教育費補助金で、昨年度の大門地区センター社会資本整備交

付金がなくなったことが、大幅減の主な要因でございます。 
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３８ページの一番下、１５款県支出金ですが、収入済額１２億１，６４９万２，０００円は、前年度より２，

１０３万３，０００円の増、前年度対比１０１．８％でございます。 

１項県負担金７億３，０７３万３，０００円は、１，１５０万５，０００円の増で、次の４０ページ、１目民

生費県負担金１節社会福祉費負担金は、４１ページの備考欄上から３つ目の黒ポツ、障害者自立支援給付費等負

担金の増額が主な要因でございます。 

４０ページ真ん中から下、２項県補助金につきましては、３億３，４３０万６，０００円、前年度より７４４

万４，０００円の増でございます。 

ページを飛んでいただきまして、４４ページをお願いします。４４ページ一番下の３項委託金１億５，１４５

万２，０００円は、２０８万３，０００円の増で、昨年度より増でございます。 

４６ページをお願いします。１６款財産収入ですが、収入済額１億１，３６２万２，０００円は、昨年度より

１，０７５万円の減、前年度対比９１．４％でございます。詳細につきましては、備考欄に記載のとおりでござ

います。 

４８ページをお願いします。１７款寄附金は収入済額５億５，７５５万３，０００円、昨年度より３億２，２

４３万７，０００円の増、前年度対比２３７．１％の大幅増となっております。ふるさと寄附金の増加によるも

のでございます。 

１８款繰入金ですが、収入済額６億５，３２０万円、前年度より１億９，１０９万円１，０００円の増、対比

１４１．４％でございます。主な内容ですが、５０から５１ページをお願いいたします。２項１目基金繰入金の

増額が主な要因でございます。内容は備考欄にお示しのとおりでございます。 

１９款繰越金ですが、収入済額は５億２，４９６万９，０００円で、前年度より４億２，９７３万８，０００

円の減、対比５５．０％となりました。備考欄にありますとおり、前年度繰越金は２７年度決算の実質収支額の

４億８，３３７万４，０００円と繰越明許費繰越金４，１５９万５，０００円の合計でございます。 

２０款諸収入ですが、収入済額１６億６，９７８万２，０００円で、前年度より３億１，７６２万５，０００

円の減、対比８４．０％となりました。 

５２ページ、５３ページをお願いします。３項貸付金元利収入１節勤労者福祉資金融資預託金元金収入３，５

００万円は、前年度より１，５００万円の減。２節中小企業融資あっせん資金預託金元金収入８億６，８０６万

３，０００円は、前年度より１億９，１２４万９，０００円の減額となっておりまして、貸付金、元金収入が減

額となっております。 

５２ページ下の５項雑入につきましては、各担当課におけるさまざまな収入となっております。 

ページを飛びまして、５６、５７ページをお願いします。２節民生費雑入、５７ページ右から３つ目の欄、２

８７万円の不納欠損につきましては、備考欄３つ目の黒ポツ、生活保護費返還金の過年度分の時効等によるもの

でございます。また、収入未済額は２，３４０万６，０００円ですが、備考欄２つ目と３つ目の黒ポツ、生活保

護費返還金、その下９つ目の黒ポツ、児童扶養手当返還金過年度分が収入未済額の主なものでございます。 

５８、５９ページをお願いします。一番下７節土木費雑入１，５１２万２，０００円は、前年度より９，９４

３万２，０００円の減です。理由ですが、６０、６１ページをお願いいたします。６１ページ上から６つ目の黒
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ポツ、排水路整備負担金が昨年度より９，７１４万円減額となったことが主な要因でございます。 

８節消防費雑入３，３０５万８，０００円は、前年度より１，５４１万８，０００円の増で、備考欄１つ目の

黒ポツ、消防団員退職報償金、２つ目の黒ポツ、消防団員等公務災害補償金の増が主な要因でございます。 

次、６２、６３ページをお願いします。２１款市債収入済額２１億２，６８２万７，０００円は、前年度から

６，６８７万９，０００円の減、対比９７．０％となりました。６２ページから６５ページの市債につきまして

は、決算説明資料の２７、２８ページに起債借り入れ状況がございますので、詳細は後ほどそちらをごらんくだ

さい。 

最後ですが、決算書６４、６５ページをお願いいたします。６５ページ、決算書一番下の歳入合計です。２９

年度の一般会計の歳入合計収入済額２６９億５，８３４万７，０００円は、昨年度より６億８，２９４万７，０

００円の減額、前年度対比９７．５％となりました。厳しい経済財政状況の中で、国の補正予算に速やかに対応

し、積極的な財源確保に努めてまいりました。以上をもちまして、歳入についての説明を終わります。 

○委員長 それでは、説明を受けた歳入全般の質疑を行います。委員の皆さんから質問はありませんか。 

○中村努委員 １８、１９ページの地方消費税交付金ですけども、ちょっと基本的なことなんですが、わかりや

すく私たちが市内で買い物をして消費税払います。それがどういう計算というか、どういう形でこの地方消費税

交付金になってくるのかっていうことを簡単に説明いただけますか。 

○会計管理者 ただいまの御質問は、２１ページの一番上の地方消費税交付金、この計算式ということでよろし

いでしょうか。財政係長から説明をお願いしてもよろしいでしょうか。 

○委員長 仕組み。 

○財政係長 御質問の地方消費税交付金の仕組みでございますけれども、申しわけございません、手元に詳細な

資料がございませんので、少々お時間をいただければと思います。お願いいたします。 

○財政課長 私も記憶が定かでなかったものですから、現在、８％が消費税とされておりますけれども、一応そ

のうちの５％が国の分、残りの３％が地方消費税ということになっているはずでございます。その３％分の地方

消費税の２分の１の額をそこに書いてあるように市町村の人口、従業員で按分されて交付されるということでご

ざいます。 

○中村努委員 これは、どこから納められた消費税かということを仕分けして、そういう数字が出てくるわけで

すか。 

○財政課長 消費税につきましては、８％分全てを国が一旦徴収いたします。その徴収した実績に基づきまして

それぞれ按分をされているということでございます。 

○中村努委員 徴収した実績っていうことは、市内で納めた消費税の割合ということであろうと思うんですけど、

消費税の申告っていうのは、企業によって連結でやっているところもあれば個別にやっているところもあると思

うんですけど、消費税を納めなきゃいけないっていうのは本社機能があるところとか、そういうところになるん

ですか。 

○財政課長 法人については、本社機能があるところで納めていると承知しております。按分につきましては、

そこに書いてあるように人口と従業員数ということなので、従業員数については、今、国のほうでも地方と議論
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をしているとこでありまして、昼間勤めているところが、例えば都会ですけども実際帰ってきて生活しているの

は周辺部と言いますかそういうところなので、この従業員数で按分をしているというのを見直してもらいたいと

いう意見も、今、地方のほうから出ているところでございます。ただ、現在については、住んでいる人口と企業

での従業員の働いているところの人数で按分をしているというとこでございます。 

○中村努委員 もしわかったらでいいんですが、今度１０％になりますが、その辺は今後この方式に関係してく

るんでしょうか。 

○財政課長 増額分につきましては、地方消費税のほうに加算するということで、増額分につきましては地方に

還元されるようでございます。 

○委員長 よろしいですか。ほかに。 

○古畑秀夫委員 ちょっと聞きたいんですが、例えばエプソンなんかは大変工場を大きくしたり、いろいろして

おりますが、本社は諏訪っていうことで、税金の部分で言いますと、例えば本社機能を、今、社長、塩尻の出身

ですので、塩尻へもし移転するということになれば固定資産税とかそういうのは多分、いわゆる塩尻市へ入って

きていると思うんですが、どういう税金が、本社機能のある市町村へは入るのか、ちょっと教えてもらいたいん

ですが。 

○税務課長 例えば、今のお話ですと固定資産税、固定資産税には建物もありますし償却資産等ございます。そ

れと法人市民税もございます。法人市民税は従業員割りとなりますので、従業員の数によって法人市民税の額が

各自治体で変わってくるというような状況でございます。そのほかに従業員いますので、それぞれの住民税があ

ると、そこに住んでいる方がいらっしゃれば住民税がかかってくると、そんなような状況でございます。 

○古畑秀夫委員 その本社が、例えば塩尻へ移転すればどんな。従業員だけでいい。 

○税務課長 そうです。 

○古畑秀夫委員 そうか。余り意味ないのか。 

○委員長 ほかにあります。 

○古畑秀夫委員  もう一つ。地域振興バスや何か運行しているんですけど、九千万円とか結構大きなお金使っ

て１０路線運行してるんですが、これ、国からの交付金っていうか、それはどの程度あるかお聞きしたいと思い

ますが。 

〔「収入は２３ページ」の声あり〕 

○財政課長 直接の国庫補助につきましては北小野地区ですけれども、あとの市内走っております地域振興バス

につきましては、経費については特別交付税の対象になっておりますので、実際の金額については、内訳を見な

いと今の段階ではわからないということでございます。 

○古畑秀夫委員 後で教えていただけます。 

○財政課長 調べまして、後ほどお答えさせていただきます。 

○委員長 ほかにありますか。 

○西條富雄委員 ちょっと変わった質問をさせてもらいますけど、毎年度、不納欠損処理とかそういう金額がか

なりあるんですけども。こういう奇特な市民がいるかどうか聞いてみたかったんですけど、実は期限過ぎちゃっ
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たけど、あのときの金ができたと持ってきたというような、そういうのあれば。ありますか、どうですか。 

○収納課長 ことし、決算説明資料７ページにもありますように、国保も含めておおむね５，０００万円の不納

欠損してあります。この不納欠損は、そこに理由が４つほど法律に基づいて書いてあるんですが、一言で言えば、

いわゆる税金を納める力がない、担税力って言いますけどもそういった力が不足する、所得が低かったり財産が

なかったりというような理由で、税には法律上、救済措置がありまして、それを適用させながら１年、３年、５

年という適用年数で変わってきますけども、それに基づいて欠損を行っているっていうのが毎年の例であります。 

ただ、これがいいのかどうなのか、私も法律にないことなので、やはり税金を滞納しているっていうこと自体

が我慢できない、許せないというようなとこだと思うんですが、身内から借りたりとかそういった中で、実際に

滞納している税金を納めてくる。借りてきたなんてこと、はっきり言うあれではないんですが、ただ、そうにお

わせるようなケースっていうのはそんなにあるわけではないんですが、全くゼロではないです。 

○西條富雄委員 そうすると、処理しないといけない。 

○収納課長 一度不納欠損したものは、取れないです。執行停止が期間がある程度あって、その中での話ってこ

とです。不納欠損してしまうと債権消滅しますので、そのあとに持ってこられた人が仮にあったとしても、これ

は徴収として受けることはできない。そんな内容となっております。以上です。 

○西條富雄委員 ないと思うんですけど、入った場合、寄附金って扱いになるんですか。そういうのですか。 

○収納課長 仮に、窓口に持参した方が見えても、不納欠損した場合は時効等を理由に、そのままお返しをする

という形になります。 

○西條富雄委員 いいです。 

○委員長 ほかに。 

○副委員長 非常に基本的なことなんですが、きのうの報道であったようなんですけど、大企業の内部留保が異

常に、今、ふえていると。今回の決算カードを見たときに、法人税が２８％減った。これ、従業員数がむしろエ

プソンなどでふえているにもかかわらず、法人税が減っているってどうしてなのかなって、私、素人だからよく

わからないもんですから、そこら辺のところわかりやすく教えていただけませんか。 

○税務課長 今回の、法人市民税に関しましては、一社の関係になるんですけれども、連結子会社を吸収合併を

したっていうことがございまして、その貸付金を全額、２５０億円ほどあったようなんですけども、その債権放

棄をした関係、それを連結業績に税金費用にそこで充てましたので、その分税金としては取れない。そこで収益

を食ってしまったので、今回で言うと塩尻市の法人市民税はその分減ってしまっているというような状況でござ

います。 

○委員長 よろしいですか。 

 出ましたか。 

○財政課長 とりあえず、地域振興バスの特別交付税に含まれております金額ですけれども、６，９９２万９，

０００円が特別交付税として措置をされております。 

○委員長 よろしいですか。 

 危機管理課長、先ほどの件。 
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○危機管理課長 先ほどの西條委員の質問にお答えいたします。２９年度で、公務災害補償費として治療費をお

支払いした人数につきましては６名、件数につきましては１６件になります。以上です。 

○委員長 よろしいですね。 

○生活環境課長 先ほどの古畑委員からありました公共施設におけるペレットストーブの導入台数でございま

すけれども、大門地区センター、北小野保育園、片丘小学校、洗馬小学校、丘中学校の図書館、それからふれあ

いセンター広丘等含めまして１０施設で、４７台入っております。 

○委員長 それぞれの委員さん、よろしいですか。 

 ほかに。何か調べるやつないですよね。 

○副委員長 先ほどの地域振興バスですけれど、あれは１００円ですよね。実際の運営のと、実際に収入があっ

たものを差し引いた分の実際の市の持ち出しの５分の４について、国から補助が出るっていうような話じゃなか

ったですか。違います。 

○企画政策部長 特別交付税の措置ですので、これ、それぞれの市町村から特殊事業の経費を報告します。報告

した数値がそのままストレートに全額算入されるというものではございませんので、特別交付税の枠というのが、

交付税全体の６％でございます。それは特別交付税で、９４％は普通交付税でございますので。それは枠がござ

いますので、その中の全額算入というわけにはいきませんから、先ほど６，０００万円という答弁しましたけれ

ども、明確な数字というものは示されていないという状況でございます。 

○副委員長 もうちょっと比率などについて、明らかになっていないですか。 

○企画政策部長 特別交付税は、全体の範囲の中で交付されますので、計算どおりに交付されるというものでは

ございません。 

○委員長 ほかにございますか。よろしいですか。 

○古畑秀夫委員 ５７ページとか６１ページに、太陽光発電の売電量が入っているんですが、これはそれぞれそ

の施設のところということだと思うんですが、今、どの程度施設へ太陽光の施設置いてあって、全体は金額どの

くらいになるかわかります。 

○会計管理者 担当課からたまたま聞き取った、５７ページの民生費雑入の上から８つ目の太陽光発電売電量、

これについては日の出保育園とひまわり保育園と承知をしております。なお、６１ページの９節教育費雑入の下

から８つ目の太陽光発電売電量、これについては私、施設は承知しておりません。申しわけございません。 

○委員長 明日まででいいので。古畑委員の御質問のは、明日まででよろしゅうございます。 

ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

◯委員長 それでは質疑を終了し、自由討議を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

◯委員長 ないので、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

◯委員長 ないようですので、議案第１号平成２９年度塩尻市一般会計歳入歳出決算認定について、当委員会に
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付託された部分について、原案のとおり認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

◯委員長 異議なしと認め、議案第１号中、当委員会に付託された部分については、全員一致をもって認定すべ

きものと決しました。 

 いよいよ台風がそこまで入ってまいりましたんで、本日はここまでといたします。御苦労さまでした。 

午後２時３４分 閉会 
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